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 議事日程のとおり 

 



― 3 ― 

開議 午前１０時００分 

○議長（本田 学君） 中村議員より、欠席する旨、届出がありました。瀧口農業委員

会事務局長より、欠席する旨、報告がありました。 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、６番多胡議員、７番渡辺議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第５３号令和４年度陸別町一般会計補正予算（第 

      ４号） 

◎日程第３ 議案第５４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計補正予算（第２号） 

◎日程第４ 議案第５５号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別 

会計補正予算（第１号） 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２ 議案第５３号令和４年度陸別町一般会計補正予算

（第４号）から日程第４ 議案第５５号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補

正予算（第１号）まで、３件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５３号令和４年度陸別町一般会計補正予算（第

４号）でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,０６３万４,０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５２億５,８４０万１,０００

円とするものであります。 

 続きまして、議案第５４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

補正予算（第２号）でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４９

０万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５,４７７万５,

０００円とするものであります。 

 続きまして、議案第５５号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第

１号）でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,３０７万９,０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億２,３２３万９,０００円
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とするものであります。 

 以上、議案第５３号から議案第５５号まで、３件を一括提案させていただきます。内

容につきましては、副町長から御説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、議案第５３号から第５５号まで一括して説明をさ

せていただきます。 

 まず、議案第５３号から説明をいたします。 

 議案書１ページをお開きください。 

 議案第５３号令和４年度陸別町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第３条、地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書の歳出から説明をいたしますので、議案書の９ペー

ジをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款１項１目議会費は、行政視察に係る経費３５万９,０００円の補正で、８節旅費が

９万９,０００円。１３節使用料及び賃借料がバス借上料２６万円であります。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は１６万２,０００円の補正で、人事給与シ

ステム改定に係ります北海道自治体情報システム協議会への負担金であります。 

 ５目財産管理費は、２４節積立金４６３万２,０００円の補正で、各基金への積立金で

あります。ふるさと整備基金は、指定寄附２件、１６７万円と、ふるさと納税３６件、

５４万４,０００円の合わせまして２２１万４,０００円。いきいき産業支援基金は、ふ

るさと納税７件、９万４,０００円、ふるさと銀河線跡地活用等振興基金は、ふるさと納

税４件、４万７,０００円。町有林整備基金は、立木等売払分収益２１２万８,０００円

と、ふるさと納税４件、４万９,０００円の合わせて２１７万７,０００円。地域福祉基

金は、ふるさと納税３件、５万２,０００円。次のページをお開きください。給食セン

ター管理運営基金が、ふるさと納税４件、４万８,０００円の計上であります。 

 １０目諸費４万円の補正は、町功労者表彰への記念品、表彰立台で、当初見込みより

２名増の見込みによります計上であります。 

 続きまして、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費３２６万７,０００円の補
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正でありますが、１７節備品購入費は、福祉住宅からまつハウスの管理用の備品、掃除

機１台の購入であります。１８節負担金補助及び交付金は、高齢者世帯等生活支援給付

金２７６万円の計上であります。この事業につきましては、資料により説明をしたいと

思いますので、議案説明書、資料ナンバー４をお開きください。 

 この事業の趣旨、目的でありますが、原油価格の高騰などにより様々な支出が増加し

ており、年金などの定額収入である高齢者、障害者世帯は、特にその影響が大きいと考

えられることから、その影響緩和を目的としまして、支援金を支給しようとするもので

あります。支給対象者は、令和４年度住民税非課税の高齢者世帯、障害者世帯、これに

は生活保護世帯も含みます。支給額は１世帯当たり１万２,０００円。支給方法は、申請

による支給としまして、期限を令和５年２月までとする予定であります。予算額は、２

３０世帯を見込みまして、総額２７６万円で、この事業に対する北海道の補助金は７９

万８,０００円を見込んでおります。 

 それでは、議案書１０ページにお戻りください。 

 １０ページの２２節償還金利子及び割引料は、令和３年度の障害者自立支援給付費、

障害児入所給付費の国・道負担金の確定による返還金３４万２,０００円と、同じく令和

３年度の生活困窮者就業準備支援事業の国庫補助金の確定によります返還金１３万２,０

００円の合わせまして４７万４,０００円の計上であります。 

 ２目老人福祉費は２２万７,０００円の補正で、１０節需用費が、介護予防拠点施設ふ

れあいの郷の雨漏りのための屋根の修繕料７万４,０００円。２２節償還金利子及び割引

料は、令和３年度の国・道の低所得者保険料軽減負担金の確定に伴います返還金１５万

３,０００円の計上であります。 

 次のページに移りまして、２項児童福祉費１目児童福祉総務費６万１,０００円の補正

につきましても２２節償還金利子及び割引料で、国・道の令和３年度の子どものための

教育・保育給付交付金の確定によります返還金であります。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費４万円の補正につきましては、１８節

負担金補助及び交付金で、１２月分特別交付税算定に伴います帯広厚生病院運営事業へ

の補助金。 

 ２目保健衛生施設費１５８万４,０００円の補正につきましては、１２節委託料で、保

健センター北側の立木の伐採業務であります。 

 議案説明書、資料ナンバー５を御覧ください。 

 場所につきましては、診療所の救急入り口側の斜面でありまして、斜線等で示しまし

た約５２０平米の敷地に植生します立木の伐採であります。隣接する土地の所有者か

ら、強風が吹くと太い枯れ枝が多数落ちてくると。それから共栄第二若葉の方が通路と

してこの斜面を利用されておられる方がおりまして、危険であるという相談を受けてお

りまして、確認をしまして、今回伐採しようとするところであります。 

 それでは、議案書１１ページにお戻りください。 



― 6 ― 

 ３目予防費５万２,０００円の補正は、２２節償還金利子及び割引料で、令和３年度の

感染予防事業の風疹抗体検査分の確定によります国庫補助金の返還金であります。 

 続きまして、１２ページ、御覧ください。 

 ７款１項商工費２目商工振興費９０２万４,０００円の補正は、１８節負担金補助及び

交付金の小規模企業振興事業補助金でありまして、当初２０件を見込んでいたところ、

商工会での取りまとめの結果、２２件増の４２件となる見込みとなっております。これ

により増額しようとするものであります。 

 ４目公園費は、１２節委託料６７万４,０００円の補正であります。６月１６日の大雨

の後、イベントセンターの地下ビットが浸水しているのを職員が発見いたしました。イ

ベントセンターは、平成４年４月に竣工しまして３０年が経過しておりますが、業者の

見立てでは、排水用のます、それから外に排水する管路が土などにより埋まってしまっ

ているということであります。地下ピットは、テントやコンロ、作業用品などのイベン

ト用品を保管している場所でありまして、今後も雨水はもちろん、雪解け水などがたま

らないように改修をしようとするものであります。 

 １０款教育費１項教育総務費３目教育振興費２７万円の補正につきましては、１８節

負担金補助及び交付金の小中一貫教育推進委員会への交付金であります。陸別中学校の

生徒４名の北海道中学校新人陸上競技大会への出場が決まりまして、その参加費用、旅

費相当分を交付しようとするものであります。 

 次のページに移ります。 

 ２項小学校費１目学校管理費は、１０節需用費で、小学校の体育館に設置してありま

すデジタルミキサーの故障によります修繕料２４万２,０００円の補正であります。この

機器につきましては、平成２３年に設置をしまして、１１年が経過しております。 

 以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に移ります。６ページをお開きくださ

い。 

 ６ページの１、歳入。 

 １０款１項１目地方交付税８３８万２,０００円の補正につきましては、普通地方交付

税であります。地方交付税の補正後の内訳につきましては、普通地方交付税が１９億９,

１９４万８,０００円、特別地方交付税が２億円で、合計２１億９,１９４万８,０００円

となります。令和４年度の普通地方交付税が２１億８,０１６万９,０００円で決定され

ました。これによりまして、補正後の留保額につきましては１億８,８２２万１,０００

円となっております。 

 １４款国庫支出金２項国庫補助金６目教育費補助金１９８万円の補正は、１節教育費

補助金で、へき地児童生徒援助費等補助金、これにつきましては、当初予算で計上して

いるスクールバス購入に係る補助金の内定によります計上であります。 

 １５款道支出金２項道補助金２目民生費補助金７９万８,０００円の補正につきまして

は、１節社会福祉費補助金で、歳出で説明しました高齢者世帯等生活支援事業に係る道
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の補助金の計上であります。 

 １７款寄附金１項寄附金２目指定寄附金は２５０万４,０００円の補正であります。１

節総務費寄附金２２４万円につきましては、ふるさと整備資金が指定寄附１件、１６０

万円と、ふるさと納税３６件、５４万４,０００円、ふるさと銀河線跡地活用等振興資金

が、ふるさと納税４件、４万７,０００円。次のページに移りまして、町有林整備資金

が、ふるさと納税４件、４万９,０００円。２節農林水産業費寄附金は、いきいき産業支

援資金で、ふるさと納税７件、９万４,０００円。３節教育費寄附金１１万８,０００円

は、教育振興資金が指定寄附で１件、７万円、給食センター管理運営資金が、ふるさと

納税４件、４万８,０００円。４節民生費寄附金は、地域福祉基金で、ふるさと納税３

件、５万２,０００円の計上であります。 

 １８款繰入金１項特別会計繰入金１目介護保険事業勘定特別会計繰入金１５万３,００

０円の補正は、令和３年度の低所得者保険料軽減負担金の確定によります返還分。 

 ２０款諸収入３項貸付金元利収入３目奨学資金貸付金収入は、奨学資金償還金の確定

見込みによります４６８万円の補正であります。 

 次のページをお開きください。 

 ４項３目雑入５３６万８,０００円の補正は、７節雑入で、上利別公団林の立木等売払

分収益２１２万８,０００円。介護給付費等の令和３年度分の確定によります返還金３２

４万円の計上。 

 ４目過年度収入４６２万３,０００円の補正は、１節障害者福祉費等負担金で、令和３

年度の障害者自立支援給付費等の精算に伴う国・道負担金の返還金であります。 

 ２１款１項町債６目教育債２３０万円の減額の補正は、スクールバス購入事業の補助

金の内定に伴います減額。 

 ７目臨時財政対策債５５５万４,０００円の減額の補正は、令和４年度の普通地方交付

税算定の決定によります交付可能額の決定額であります。 

 以上で歳入を終わりまして、４ページをお開きください。 

 予算書４ページ、第２表、債務負担行為補正の追加であります。 

 事項は、令和４年度陸別町農業近代化資金利子補給１４号資金で、期間は令和５年度

から令和１８年度、限度額は２,６０２万８,０００円であります。本件につきまして

は、陸別町農業協同組合の創設要望によるもので、議案説明書、資料ナンバー３に計算

書をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、第３表、地方債補正の変更であります。 

 起債の目的の過疎対策事業は、次のページの下から二つ目のスクールバス購入事業

で、限度額１,１３０万円から９００万円に、２３０万円の減。これに伴いまして、過疎

対策事業の総額が６億１,３９０万円から６億１,１６０万円に変更となります。 

 次に、臨時財政対策債でありますが、限度額２,８２７万７,０００円から５５５万４,

０００円減の２,２７２万３,０００円に変更となります。利率につきましては、変更な
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く、記載のとおりであります。 

 以上で、議案第５３号を終わり、次に、議案第５４号の説明に移ります。 

 議案第５４号令和４年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明をいたします。 

 まず、歳出から説明いたしますので、５ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費３６万円の補正は、陸別町国民健康保険関

寛斎診療所におけるマイナンバーカードによる健康保険証の利用のためのカードの読み

取り、資格確認等の機器等の導入委託料であります。 

 ２款１項医療費４目検査費４５４万１,０００円の補正は、ＰＣＲ検査件数の増加によ

ります検査委託料で、昨年度１３９件に対しまして、今年度は５９０件を見込みまして

の計上であります。 

 以上で歳出を終わり、次に、歳入の説明をいたします。 

 ４ページを御覧ください。 

 １、歳入。 

 １款診療収入２項外来収入４５１万１,０００円の補正につきましては、１目国民健康

保険診療報酬収入２３６万１,０００円と２目社会保険診療報酬収入２１８万円の計上

で、これはＰＣＲ検査委託料に対応します収入であります。 

 ７款諸収入１項１目雑入３６万円の補正は、マイナンバーカードによる健康保険証利

用のための機器等導入費用に対します社会保険診療報酬支払基金からの交付金でありま

す。 以上で、議案第５４号を終わり、次に、議案第５５号に移ります。 

 議案第５５号令和４年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごと金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明をいたします。５ページをお開きくださ

い。 

 ５ページは、２、歳出であります。 

 ４款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金４０５万７,０００円の補正につき

ましては、２４節積立金で、令和３年度の介護給付費確定に伴い、財源充当による介護

保険料分の充当後の残額分を基金へ積み立てるものであります。 
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 ５款諸支出金１項償還金及び還付加算金２目介護給付費負担金等返還金８８６万９,０

００円の補正は、２２節償還金利子及び割引料で、令和３年度の介護給付費及び地域支

援事業費の確定によります国・道支払基金、町に対する返還金であります。 

 ２項繰出金１目他会計繰出金１５万３,０００円の補正は、令和３年度の低所得者保険

料軽減負担金の確定によります国・道負担金への返還金であります。 

 以上で歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。 

 ４ページを御覧ください。 

 １、歳入。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金１５０万５,０００円の補正は、令和３

年度の介護給付費の確定によります追加交付分の計上。 

 ７款１項１目繰越金１,１５７万４,０００円の補正は、令和３年度からの繰越金、全

額の計上であります。 

 以上で、議案第５３号から議案第５５号までの説明を終わらせていただきます。 

 以後、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） これから、議案第５３号令和４年度陸別町一般会計補正予算

（第４号）。 

 第１条、歳入歳出予算の補正のうち、歳出の逐条質疑を行います。 

 事項別明細書は、９ページからを参照してください。 

 １款議会、９ページから、２款総務費、１０ページ上段まで、ありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、３款民生費、１０ページ中段から４款衛生費、１１ペー

ジまで。 

 ７番渡辺議員。 

○７番（渡邉三義君） それでは、１０ページの３款民生費１項社会福祉費１目社会福

祉総務費の中の１８節負担金補助及び交付金についてお伺いいたします。 

 今回、原油価格の高騰対策として、事業費２７６万円が計上されました。支給世帯の

中で、今回２３０世帯となっておりますが、現状では、障害者世帯数というのはどのぐ

らいの方が対象になっているのか。それとまた、この中で生活保護者もどのぐらいの世

帯が対象になっているのか、その辺お伺いします。 

 それと、今回、申請方式ということで、申請されない方は受給できないということで

よろしいでしょうか。その２点、お願いします。 

○議長（本田 学君） 空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君） それでは、ただいまの御質問にお答えをいた

します。 



― 10 ― 

 まずは、高齢者世帯等生活支援事業の関係でございますが、歳出予算で２３０世帯を

見込んでおります。対象世帯につきましては、高齢者世帯または障害者世帯のうち、生

活保護受給者を含む町民税非課税世帯を対象にしております。２３０世帯の内訳につき

ましては、高齢者世帯が２１３世帯、その内数となりますが、障害者世帯が５世帯、同

じく高齢者世帯の内数になりますけれども、生活保護受給世帯が５世帯でございます。

このほか、障害者単独の世帯として１７世帯、合わせて２３０世帯を見込んでいるとこ

ろでございます。 

 それと、２点目の御質問の申請しなかった方についての支給はどうなるかという御質

問でございましたけれども、今回の支援金につきましては、あくまでも対象世帯の申請

に基づいて支給するということで、現在計画をしているところでございまして、仮に申

請がなかった場合は支給ができないということで、御理解をいただきたいと存じます。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 同じく、ただいまの高齢者世帯の生活支援事業についてであり

ますが、まず、世帯数についてでありますが、事業見込額と道補助金の金額にある世帯

数の差異ですが、２３０世帯と１３３世帯でありますが、これは何か理由があってこう

いう差異が出るのか。 

 それから、道費補助金の補助残の財源でありますが、今回の原油価格高騰等の影響緩

和ということでありますから、今後、コロナ禍における地方創生臨時交付金を充てるこ

とになるのか、お伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君） それでは、まず１点目の御質問です。歳出予

算、２３０世帯に対して歳入予算、１３３世帯の差異はということなのですけれども、

今回の北海道からの補助金に関しましては、北海道の限られた予算の範囲内で分配され

ますため、交付額調整のために、議案説明書の資料ナンバー４にも掲載しております

が、北海道が押さえている住民税非課税世帯数及び令和３年１月１日現在の高齢化率に

よりまして算定がされておりまして、今回、道から示された金額につきましては、補助

想定額という形で示され、その金額が１３３世帯に相当する額であったということで、

御理解をいただきたいと存じます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 二つ目の質問の臨時交付金の充当の関係でありますが、国か

ら陸別町に交付予定として配分されております臨時交付金につきましては、６月までの

事業費の中で、町としては全て充当しております。ただし、計画書としては、該当にな

る事業を追加して、同じ額の中から配分を分けて使うような形になろうかと思います

が、これをやることで、交付金の対象にはなりますが、交付金の額が改めて国から追加
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で配分される予定は今のところないということであります。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 前段の対象世帯の関係でありますが、道の補助金の見込額から

逆算したというようなニュアンスになるのかと思うのですが、対象世帯というのはあく

までも統一されていなければならないだろうと、私の感覚ですが。であれば、補助率を

例えば２分の１以内というふうにしてやれば、まだ分かるのかなと自分は思ったもので

すが、質問をさせていただきました。 

 それから、２点目、さらに加えて、今回は高齢者世帯と障害者世帯でありますが、高

齢者世帯につきましては、年齢は６５歳以上だろうと思っておりますが、高齢者世帯の

取扱いですが、高齢者を含む世帯とするのか、高齢者のみの世帯とするのか。 

 また、障害者世帯についてでありますが、障害者となっておりますので、１９歳以上

を対象にするのか。さらに、障害者には、施設入所者も一つの世帯になっているのです

が、対象とするのか。先ほど１７世帯という対象世帯の数字がありましたから、入って

いないのかと思うのですが、お伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君） それでは、まず１点目の高齢者世帯の定義で

ございますが、高齢者世帯、今回の支援金につきましては、６５歳以上の方のみで構成

されている世帯、６５歳以上のみ世帯としております。 

 それから、障害者の世帯に関しましては、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手

帳、それから、療育手帳が交付されている非課税の世帯を対象としております。 

 ３点目の施設入所者の関係でございますが、今回、施設に入所されている方につきま

しては、この支援事業の対象から除外させていただいておりますので、在宅で生活をさ

れている方が対象世帯となります。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 再度聞くことになるのですが、障害者と児の関係なのですが、

ほかの町村の例を見ますと、児は、ほかの支援制度があるものですから、当然児は除か

れるのだろうと。障害者を対象にするのだろうと思っておりますが、それはいかがです

か。 

○議長（本田 学君） 空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君） 北海道の今回の補助に関する要綱でも、障害

者と規定されておりますので、今回の支援金につきましても、障害者を対象として支給

することとしたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 
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○３番（久保広幸君） 冒頭で申し上げましたように、障害者に該当するのは１９歳以

上、そういう捉え方でいいのですか。 

○議長（本田 学君） 空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君） お見込みのとおりでございます。 

○議長（本田 学君） ほかに、１０ページ中段から１１ページまで、ありませんか。 

 ６番多胡議員。 

○６番（多胡裕司君） それでは、今の議員の関連なのですが、まず１点目は、２３０

名に対して、申請期限は令和５年２月末日を予定で要綱の作成中だとありますが、本当

に生活に困っている困窮世帯に支援をするわけですから、簡単な手続で、あなたは今回

の支援事業の対象になります。１万２,０００円受け取れますという簡単な要綱なのか、

そこらも含めて、やはり困っている困窮世帯ですから、ここら辺もきちっと、今まで分

かっているわけですから、そこら辺もきちっとした形で、なるべく２３０名に当たるよ

うな形を取っていただきたいのが１点と。 

 もう１点は、１１ページの保健衛生施設費の保健センターに係る木の伐採ということ

なのですけれども、これは、どのような木が生えていて、何本ぐらいあって、先ほど収

入の中には立木の収入は入っていなかったのですけれども、この木は完全に切って廃棄

してしまうのか、そこら辺も含めて。もしまきにできるのであれば、町民の方でまきの

欲しい人がいれば、そういう形でありますということをするのも行政ではないかと思う

のですけれども、収入にはなっていないので、恐らく全て伐採した後、枝から何から全

て廃棄するのかと思ったのですけれども、そこら辺も含めて、お願いします。 

○議長（本田 学君） 空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君） まず、１点目の高齢者世帯等支援金の関係の

申請に係る手続の関係でございますが、現時点では、冬期生活支援事業、いわゆる福祉

灯油の給付に右倣えして、今回この高齢者世帯等の支援金の手続、同じ形で手続をしよ

うというところでありまして、あくまでも対象世帯からの申請に基づいて支給をさせて

いただこうと考えているところでございます。 

 なお、申請期間が来年の２月まで設けておりますので、周知、広報等につきまして

は、複数回行っていきたいということで、なるべく多くの方に御利用いただく工夫をさ

せていただきたいと考えているところでございます。 

 それから、２点目の保健センター裏の木の伐採の関係でございます。樹種につきまし

ては、私も余り詳しくありませんので、多分の話になってしまいますけれども、太い木

でいきますとイタヤカエデですとか楡の木がございます。これが約１０本。それから細

い木になりますと、ミズナラ、トドマツ、カラマツ、クルミ等々２０本ぐらいの木が現

在生えております。そのほか小さな木、シラカバ等の雑木も生えているような状況でご

ざいます。 

 伐採後の取扱いでございますけれども、伐採後、使える木につきましては、しばれ
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フェスティバルを初め、イベントのほうで活用させていただきたいと考えております。

伐採した結果、使えない木があるようでしたら、そちらにつきましては処分をするとい

うことで現在考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ６番多胡議員。 

○６番（多胡裕司君） それでは、１点目の件につきましては、なるべく今年度内に皆

さんに行き渡るような形で周知を徹底していただければと思います。 

 それともう１点、今の木の伐採なのですけれども、全伐、全て切るということでいい

のですよね。その後は、更地にして安全性を保つという考えでいいのですよね。 

○議長（本田 学君） 空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君） 議案説明資料では、土地の形状が分かりにく

い部分でありますけれども、こちらは急斜面になっておりまして、そこの木を伐採しよ

うとするものでございます。木につきましては、全伐で、のり面保護のため、根は残し

たままということで現在考えております。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ４番谷議員。 

○４番（谷 郁司君） さきの議員が質問しているので、タブらないように質問したい

のですけれども、１０ページの社会福祉の関係の１８節の２７６万円について、各議員

が質問しているのですけれども、周知の方法として、住民の方にしては、もらう分につ

いては申請主義なのですけれども、あらかじめ、あなたは該当しますという周知の仕方

をするのか、あるいは町広報で、こういう条件であるので申請してくださいという方法

を取るのか、その辺について。私的には、あなたは該当するかしないかは本人がなかな

か、ボーダーラインがあると思うので、その辺、分からないので、あらかじめ、あなた

は該当しますと、それでいて、なおかつ申請しなければ支給にならないというプロセス

のほうがいいのではないかと思うのですけれども、その辺、どういう方法なのか伺いた

いと思います。 

 それから、１１ページの、先ほどの議員も質問しておりました支障木ということだと

思うのですけれども、伐採費が、資料５を見ている限り、私も議案書をもらってから、

支障木は公民館の裏のほうにもあるのです。この図面でいくと、診療所というか、保健

センターの並びだけで、公民館の裏についてはどういう考えでいるのかと。 

 それから、木材の樹種とかも説明されたのですけれども、かなりの巨木というか、イ

タヤの場合はかなり太い木があるのですけれども、そういう木を処分というのか、どう

いうふうにするのか。簡単に言えば、銘木的なものもあるのではないかと思う面もある

のですけれども、そういった形で、聞くところによると、保健センターの屋根に落ち葉

が落ちて屋根の劣化につながるということで、今回処理すると。 

 それから、説明されたように、裏側から回って下に下りていく歩道というか、それな
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りに手すりもついているから、管理されているのかと思うけれども、そこを通る人のた

めに、今の時期ですから、突然倒れる場合もあるということで、支障を来すということ

で、皆伐だと思うのですけれども、今言った点についての考え方というのか、下のほう

へ行くと草があるような感じで、その辺の管理をした上で、利用してもらうために木は

切る、下の草は刈っていないというのでは問題があると思うのですけれども、どういう

ふうに考えているのか。見た限りではそんなに人数は通っていないと思うのです。診療

所に通う人や、役場の職員が近道として若葉から来るということですけれども、将来的

に、木を切ることによって歩行、利用する人の安全のためにどういう処置をするのか、

その辺についての対策も伺いたいと思います。 

○議長（本田 学君） 空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君） １点目の御質問でございます。高齢者世帯等

支援事業の関係でございますが、周知の方法につきましては、冬期生活支援事業に倣い

まして、全戸配布によって周知していこうかと考えております。先ほど来御説明差し上

げておりますけれども、あくまでも申請主義でありますので、申請をいただいて、支給

をするという形を取りたいと考えております。先ほども申し上げましたが、複数回の周

知につきましては、同様に全戸配布とホームページへの掲載等々も含めて行っていきた

いと考えております。特に、対象となる方が高齢者の方が中心でございますので、例え

ば保健指導で行っております健康相談等の機会を通じて、申請したかいというような声

かけも行いながら、なるべく多くの方に支給できるような工夫をしていきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 診療所の裏の木の伐採と併せまして、公民館の裏の木の伐採

ということでありますが、公民館の裏の伐採地が、実は地権者と区域がはっきりしてい

ないところがありまして、それらについて、今後、教育委員会とも協議をすることにな

りますが、協議をさせていただいて、対応できるものは対応したいと思います。 

 それから、診療所の利用者の通路ですが、実はあの斜面は、利用者の方が自分たちで

作って、手すりも全て自分たちでつけた状態であります。過去には、下の共栄第２の住

宅に入っている方がかなり利用されたのですが、今は本当に冬期間は利用される人がい

ない程度の利用となっておりますので、利用に当たっても、かなり急斜面ですので、御

注意いただきたいようなことは、注意を周知したいと思います。 

 それから、下の草が生えているという部分につきましては、これは間違いなく民地で

ありますので、こちらで何かをするということではなく、支障があれば、その辺につい

てはお話しはさせていただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ４番谷議員。 
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○４番（谷 郁司君） １回目で質問しなければならなかったのですけれども、お許し

願いたいと思うのですけれども、高齢者世帯の支援事業で、高齢者世帯となっているの

ですけれども、陸別ではかなり単身というか、独居老人の方がいるのですけれども、そ

ういう人たちと、世帯ということは、御夫婦の人たちがなると思うのですけれども、１

人で住んでいても世帯は世帯ですけれども、構成的に２人で住んでいる人については、

あくまでも１世帯という縛りでいくのか、その辺をお答え願いたいと思います。 

 それから、今の支障木というか立木の伐採について、聞くところによると民地という

ことで手をかけられないということなのですけれども、先ほども言いましたように、聞

くところによると落ち葉の関係で、施設等について影響を受けると、屋根の関係。 

 これはちょっと外れるかもしれませんけれども、中斗満の資料館とか、あるいは小利

別の体育館とかの周りもあるのですけれども、今後、住民から要望があって今回取り上

げたのだと思いますけれども、財産というか、建物の保全のためには、全部何でも切れ

ばいいということではないかもしれませんけれども、建物の維持管理には、そういうも

のも伐採することが必要ではないかと思うのですけれども、議題から外れるかもしれま

せんけれども、答えられなければ、それはそれでいいと思うのです。 

 それから、実際私も見たけれども、利用する人が手すりを作ったり階段作ったりして

いるという説明であったのですけれども、かなり急斜なので、夏のうちは滑ったりとい

うことはないし、歩くのに自信のある人しか通らないと思うけれども、かなりの高低が

ありますので、もし万が一何かあったときには、立て看板でも、利用する場合には、自

己責任みたいなこともしていかなければ、私は危険なような気がするのです。冬場の滑

るときなんか、雪がなければ利用もあると思うのですけれども、利用者に喚起を促すた

めに、注意的な看板も必要なのかと思っております。あくまでも近道という想定ですの

で、利用者に対して協力を得るような方法を取ったほうが、後々いろいろな問題が起き

ないのではないかと思うのですけれども、その辺についてどうですか。 

○議長（本田 学君） 空井保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（空井猛壽君） 高齢者世帯等支援事業の関係でございます

が、世帯の定義であります。独居であれ２人以上の世帯であれ、それぞれ１世帯とカウ

ントさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 議員おっしゃるとおり大変危険な場所かと思います。先ほど

も言いましたが、現在は冬は利用されておりませんし、町としては、ハイヤーでの迂回

とかも考えていただきたいと思いますし、注意喚起については、今後行っていきたいと

思います。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ほかに。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、７款商工費、１２ページから、１０款教育費、１３ペー

ジまで。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、歳出全般について行います。ただし、款を区切っての質

疑は終わりましたので、他の款との関連あるもののみとします。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 以上で、歳出についての質疑を終わります。 

 次に、歳入全般について質疑を行います。 

 歳入の事項別明細書は、６ページから８ページまでを参照してください。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） ７ページの２０款諸収入３目奨学資金貸付金償還金４６８万円

の増額についてお伺いいたします。 

 先ほどの副町長の説明で、奨学資金貸付金の償還金の確定ということでありました。

奨学金につきましては、現在、一定の要件の下で償還、債務の免除の取扱いになってお

りますので、今回、償還額が発生するということは、免除の取扱い以前に貸付けを受け

た方の償還金、または、現行の条例であっても、債務負担の免除に該当しなくなった方

が償還したということになるのですが、まずそのことをお伺いいたしまして、いずれの

場合も繰上償還なのだろうと思いますが、お伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 副島教育委員会次長。 

○教育委員会次長（副島俊樹君） 奨学資金貸付金収入の増額の補正でありますけれど

も、当初６４万２,０００円ということで見込みでおりましたが、今年度に入りまして、

貸付けを受けていた方が最終学校を卒業されまして、条例上は、申出をすれば償還猶予

ということもあり得るのですが、その方の償還計画が、すぐに全額を返すと、繰上償還

ということでのお話がございまして、そういう方が２名おりまして、約３８０万円、予

定より多くなったということと。そのほかに、初年度のみ多めに償還するという計画を

お持ちの方もいらっしゃいましたので、合わせて４６８万円の増額となっております。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） ただいまの答弁で、町は債務の免除の配慮を決めているわけで

ありますが、残念ながら町内で就労する意思がないということで償還に至ったと思いま

す。 

 これとはちょっと外れますが、最近のコロナ禍の関係で、奨学資金の返済に困窮され

る方がいるという報道がございます。当町の場合、現時点でありますが、償還が滞って

いるケースがあるのかないのか、お伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 副島教育委員会次長。 

○教育委員会次長（副島俊樹君） 当町におきましては、現在のところ滞納等もござい
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ませんし、また、生活困窮のためにという御相談もまだ受けておりません。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、第２条、債務負担の補正及び第３条、地方債の補正につ

いての質疑を行います。４ページから５ページを参照してください。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） それでは、４ページの第２表、債務負担行為の補正についてお

伺いいたします。 

 今さらお聞きするのは大変失礼なのですが、農業近代化資金について少し勉強させて

いただきたいと思いまして、質問させていただきます。 

 議案説明書、３に記載されておりますように、これは２億円の貸付額に対する基準金

利３.９％の利息で、合計５,８４２万８,９９９円のうちの町負担分２,６９６万９,７４

９円から当年度分の９４万２,１６４円を除いた２,６０２万７,５８５円を債務負担する

ものと理解しております。 

 このように農業者等が町とＪＡりくべつの利子補給を受けることによって、長期にわ

たって、かつ低利の融資が受けられるという仕組みだろうと思っております。融資機関

はＪＡりくべつになると思いますが、その貸付金の原資、これは自賄いなのか、または

セーフティ金融機関または農林中央金庫などの民間金融機関からの借入れということに

なるのか。 

 また、２点目でございますが、利子補給についてでありますが、融資機関のＪＡりく

べつが実施する分については、通常の農業近代化資金であれば、道による利子補給金の

交付があるものと思っておりますが、町の利子補給について、これはあくまでも町の一

般財源を充てることになるのか。 

 それから３点目は、具体的な話になりますが、この貸付金の農業者個人の借入限度額

は幾らになるのか、また、担保等の保証はどういうふうになるのか。利子補給金の貸付

利率の０.３％、それから基準金利の３.９％、これはどういう仕組みで決定されている

のか。 

 以上、お伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君） それでは、ただいまの質問にお答えします。 

 まず、１点目でございますが、陸別町農業近代化資金の原資についてということでご

ざいますけれども、陸別町農業協同組合が実施する独自の貸付事業となっておりますた

め、原資については、農協のいわゆる自賄いで用意するということになっております。 

 それから、２点目の町の利子補給についての財源でございますけれども、こちらは一

般財源を充てることとなりますが、一部につきましては、いきいき産業支援基金からの
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繰入金も充当しております。 

 それから、３点目の農業者の限度額ということでございますけれども、借入限度額に

つきましては、１件当たり１,２００万円を設定しております。また、保証ということで

ございましたけれども、先ほども申し上げましたとおり、陸別町農協の独自の事業とい

うことで、特段の保証というものはございません。 

 それから、基準金利、利子補給後の貸付利率でございますけれども、こちらは、融資

機関である農協と、それから利子補給をする町との間で協議上、設定をさせていただい

ております。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） まず、利子補給後の貸付利率０.３％、それから基準金利３.９

％、これは、いろいろこれまでにも農業近代化資金の貸付けの債務負担をしていると思

うのですが、それとの比較について、まずお聞きしたいと思います。 

 それから、議案説明資料の３の償還表でありますが、その中の令和４年度から令和６

年度までの毎年度５００万円、これを据置期間というのかどうか明確ではないのです

が、この５００万円というのは任意で決めていいのか、お伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君） まず、過去の近代化資金との比較ということでござい

ますけれども、昨年度につきましても１３号資金という資金の融通を行っております

が、こちらも基準金利、利子補給率については同じものを設定させていただいておりま

す。 

 それから、２点目の令和４年から令和６年における償還についてということですが、

議案説明書、資料ナンバー３に償還表を載せてございますが、こちらの３年間の元金５

００万円のことだと思いますけれども、こちらにつきましては、据置期間が３年間設定

できるという、できる設定になっておりますので、農業者の方によっては、据置きを取

らないという資金償還計画を立てる方もございます。その方を見越しまして、単年度５

００万円の償還を予定したところでございます。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） 最初のほうの利子補給後の貸付利率と基準金利でありますが、

今回のように農協単独の貸付農業近代化資金と、国の制度による農業近代化貸付資金が

あると思いますが、それとの金利の比較、もし説明いただければ有り難いと思います。 

 それから、この融資の目的が、コロナ禍による農業生産物の価格低下と配合飼料等の

高騰に対応するものでありますが、今、農業者向けの金融支援策としてのセーフティ

ネット資金など、いろいろな資金が出ておりますが、それらを比較した上で、農業近代

化資金というのを借入れるようになったと理解してよろしいか、お伺いいたします。 
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○議長（本田 学君） 丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君） まず、北海道における農業近代化資金というのがござ

いまして、そちらとの比較ということになりますけれども、北海道の場合は、償還年限

によって利率が変動しております。一番長いものでいきますと、１５年で０.４５％とい

うような金利設定になっております。 

 それから、セーフティネットについてでございますけれども、この近代化資金も含め

て、農業者向けの金融支援策については、農協がその窓口となっております。窓口でい

ろいろな相談をされた上で、農業者の皆さんが、各資金のそれぞれの特徴がございます

ので、それらを考慮し、比較した上で最適な借入れを行っていると考えております。 

○議長（本田 学君） ４番谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 今、上限について質問されていたので、これは分かったのです

けれども、借入金額が本人の希望によって、これくらいなのか、何か目安になる算定の

方法があるのか、借り入れする人の規模とかいうもの。 

 それで、今回、２億円の中で、農家対象戸数は幾らぐらい想定しているのか、その辺

についてお答え願いたいと思います。 

○議長（本田 学君） 丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君） 昨年度も１３号資金の創設のときと同じ設定になるの

ですけれども、１件当たりの１,２００万円という上限は、農協と協議の上、設定させて

いただいたと、先ほどの説明のとおりなのですけれども、これが多い少ないという御意

見はあろうかと思いますが、昨年の実績でいきますと、おおむね希望どおりに融資が実

行できたと考えております。 

 また、対象件数ということでございましたけれども、総額２億円の範囲内であれば、

特段件数の設定というものはしておりません。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ４番谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 特段対象農家について設定していないということは、２億円の

範囲内でということは、この調整は農協と農家の方との協議の上で、２億円になり次

第、簡単に言えば、後追いする人については遠慮してもらうという感じなのか。 

 それと、質問が追加みたいになるのですけれども、今回の理由がコロナとか高騰とか

ということなのですけれども、国の激甚災害みたいなようなものを国のほうで想定され

ると、あるいは道の資金、そういうものもあろうかと思うのですけれども、その辺につ

いての成り行きというか、答えられなければいいのですけれども、答えてくれるのであ

れば、質問にお答え願いたいと思うのですけれども。 

○議長（本田 学君） 丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君） まず、上限につきましての説明ですけれども、先ほど

説明したとおり総額で２億円ということでございます。これに達したら終わりなのかと
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いう趣旨だと思いますけれども、現在余裕を持って総額を設定したつもりでございま

す。総額の２億円を超えることはないと考えておりますが、昨年の実績につきまして

も、昨年も２億円で設定しましたところ、実際の貸付けは１億２,０００万円ほどで間に

合ったということで、今年度につきましても十分間に合うと予想しております。 

 それから、その他の資金ということでございましたけれども、先ほど出ましたセーフ

ティネット資金等々、国あるいは北海道の資金、多様な資金がございます。既存の農業

制度資金ももちろん使うことが可能だと思われますし、それらいろいろな資金の中でど

の資金を選ぶのかということでございますけれども、窓口となっている農協と農業者の

間でよく相談、吟味していただいて、条件の合う最適なものをお選びいただきたいと考

えております。 

○議長（本田 学君） ４番谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 再々質問なのですけれども、後出しみたいな言い方で大変申し

訳ないのですけれども、１,２００万円が、２億円だと２０件に満たないと思うのです。

酪農戸数が今現在で、お聞きましたところによると３９戸。３月時点ですから、今９月

ですから、やめられた方もいると思うのですけれども、２０件で満度に使い切ってしま

うという形になろうかと思うのですけれども、聞くところによると、とにかく今年の１

２月の組勘整理については、大多数が大変になるという話を聞いております。そういっ

た中で、この１,０００万円を、全員が１,０００万円ではないと思いますが、たとえ１,

０００万円としても、２億円ですから２０件です。その辺は、先ほども課長が説明して

いるように、農協と組合員との調整をした上で借入れの手続を取るという理解でよろし

いかと思いますけれども、戸数的に、今の事態から考えると、財源的に２億円では足り

ないのではないかと思う面もあるので、その辺についてもう一度説明願います。 

○議長（本田 学君） 丹崎産業振興課長。 

○産業振興課長（丹崎秀幸君） 繰り返しになりますけれども、上限の１,２００万円と

いうのは、あくまでも上限でございますので、過去の実績を見ましても、上限まで借り

ないという農業の皆さんもいらっしゃいます。総額の設定も、農協等から聞き取りをし

た上で、２億円あれば十分賄えるという判断の下で設定させていただいております。御

理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 最後に、歳入歳出全般について質疑を行います。ただし、歳入

歳出双方に関連あるものに限定します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 
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 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第５３号令和４年度陸別町一般会計補正予算（第４号）を採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５３号は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第５４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第２号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正、全般について行います。 

 事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第５４号令和４年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第２号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５４号は原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第５５号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１

号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正、全般について行います。 

 事項別明細書は、４ページから５ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第５５号令和４年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１

号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５５号は原案のとおり可決されました。 

○議長（本田 学君） １１時２５分まで休憩します。 

                           休憩 午前１１時１２分 

                           再開 午前１１時２５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第５６号令和３年度陸別町一般会計歳入歳出決算 

認定について 

◎日程第６ 議案第５７号令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定 

特別会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第７ 議案第５８号令和３年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計決算認定について 

◎日程第８ 議案第５９号令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計 

歳入歳出決算認定について 

◎日程第９ 議案第６０号令和３年度陸別町公共下水道事業特別会 

計歳入歳出決算認定について 

◎日程第 10 議案第６１号令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別 

会計歳入歳出決算認定について 

◎日程第 11 議案第６２号令和３年度陸別町後期高齢者医療特別会 

計歳入歳出決算認定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第５ 議案第５６号令和３年度陸別町一般会計歳入歳出決

算認定についてから日程第１１ 議案第６２号令和３年度陸別町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定についてまで、７件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５６号令和３年度陸別町一般会計歳入歳出決算

認定について、続きまして、議案第５７号令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定特別

会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第５８号令和３年度陸別町国民健康
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保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案第５９号

令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きまして、議案

第６０号令和３年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、続きま

して、議案第６１号令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、続きまして、議案第６２号令和３年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について、以上、議案第５６号から議案第６２号まで７件を一括して、別紙、監

査委員の意見を付しまして、議会の承認を求めるものであります。 

 内容につきましては、副町長から御説明申し上げますので、御審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、私のほうから議案第５６号から議案第６２号まで

の令和３年度の各会計の決算について、一括して御説明させていただきます。 

 まず初めに、令和３年度の全会計の決算状況について説明したいと思いますので、議

案説明書、資料ナンバー６を御覧ください。 

 この表につきましては、令和３年度の決算書の各会計の実質収支に関する調書と符合

するものでありまして、円単位で整理した表となっております。 

 ７会計の合計につきましては、予算額７２億７,７５１万３００円に対し、歳入が７１

億４,８９１万４,６００円、歳出は７０億４２６万８,９８８円で、歳入歳出差引額は１

億４,４６４万５,６１２円。翌年度に繰り越すべき財源は、一般会計のみとなりまし

て、繰越明許費繰越額２４万円と、事故繰越繰越額１８５万１,４２１円の合わせまして

２０９万１,４２１円、歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源を除いた実質収支

額の合計につきましては、１億４,２５５万４,１９１円であります。 

 この中から、一般会計において、地方自治法第２３３条の２及び地方財政法第７条の

規定に基づき、実質収支額の２分の１に下らない金額６,０００万円を財政調整基金に積

み立てすることとしまして、令和４年度に繰り越しする額の合計は８,２５５万４,１９

１円となっております。 

 歳出の決算額の執行率につきましては９６.３％、予算額から令和４年度への繰越明許

費８,２９９万４,４２１円を除きますと９７.４％となります。 

 なお、複数の会計にまたがる議案説明資料につきましては、令和元年度から令和３年

度の基金別増減の状況が、一般会計、国保会計、介護保険会計分で、資料ナンバー７

に、起債残高等推移が、一般会計、直診会計、簡水会計、下水道会計分で、資料ナン

バー８、また、令和２年度と令和３年度の人件費比較表につきましては、資料ナンバー

９の１と２にそれぞれつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、各科目におけます主要な事業についてでありますが、例年と同様、各会計の事

項別明細書の歳出の左側に枠で囲いまして掲載しておりますので、説明のたび随時御確

認をいただきたいと思います。 
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 それでは、これより議案第５６号の令和３年度陸別町一般会計歳入歳出決算について

の説明に入らせていただきます。 

 まずは、議案説明書、資料ナンバー１０を御覧ください。 

 資料ナンバー１０でありますが、令和３年度繰越事業一覧につきましては、令和２年

度から令和３年度への繰越し分で、合計では、繰越予算額が３億４,４５８万２,３００

円、実質額が３億２,０８９万８,５１４円で、差引き２,３６８万３,７８６円となって

おります。 

 なお、この差引額には、納品が間に合わず、事故繰越を行いました畜産団体補助事業

２,３２９万６,０００円が含まれております。 

 次に、議案説明書、資料ナンバー１１を御覧ください。 

 こちらの令和４年度繰越事業一覧は、令和３年度から令和４年度への繰越し分であり

ます。繰越予算額は、繰越明許事業と事故繰越事業、合わせまして８,２９９万４,４２

１円であります。 

 それでは、これより決算書の説明を順次させていただきたいと思います。 

 初めに、説明資料から説明をいたしますので、決算書の１３２ページを御覧くださ

い。 

 １３２ページは、第１表、令和３年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額５７億９,５９０万７,３００円、歳入の決算額５７億１,１１５万６,８２２

円、歳出の決算額５６億７３９万１,４２８円、差引残額１億３７６万５,３９４円、歳

出の執行率については９６.７％であります。 

 なお、令和２年度からの繰越額及び執行額と令和４年度への繰越額を、予算額及び歳

出決算額から除いた令和３年度の単年度分につきましては、予算額５３億６,８３３万５

７９円に対し、歳出決算額は５２億８,６４９万２,９１４円となりまして、歳出の執行

率は９８.５％となります。 

 それでは、次のページを御覧ください。 

 第２表と第３表になります。第２表、第３表は、各科目ごとの令和２年度と令和３年

度の比較表となっております。 

 第２表、歳入実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳入の合計では、調定額５７

億１,３９３万１,５７８円に対し、収入済額５７億１,１１５万６,８２２円で、前年度

より２億７,８４０万１,９４８円の減となっております。 

 このうち１款の町税は、収入済額が３億３,７７２万８,４４２円で、収入に占める割

合は５.９％、不納欠損額は１３万３,５００円、収入未済額は２６４万１,２５６円。 

 １０款の地方交付税は、収入済額が２４億６,１４３万円で、前年度より２億３,６６

７万３,０００円の増、収入に占めます割合は４３.１％であります。 

 歳入には、町税や使用料、手数料などの自主財源と国や道の支出金などの異存財源が

ございますが、当町の自主財源につきましては１４億９,０７３万９,７６４円となりま
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して、前年度より２,７２９万８,１５９円の減、歳入に占めます割合は２６.１％。一

方、異存財源につきましては、４２億２,０４１万７,０５８円で、前年度より２億５,１

１０万３,７８９円の減で、歳入に占める割合は７３.９％、地方交付税の異存財源に占

めます割合は５８.３％となっております。 

 続きまして、１３４ページを御覧ください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳出の合計では、支出済額が

５６億７３９万１,４２８円で、前年度より２億４,３１５万３,８７６円の減、翌年度繰

越額は８,２９９万４,４２１円で、不用額は１億５５２万１,４５１円、執行率は９６.

７％であります。 

 次のページを御覧ください。 

 第４表、町税徴収実績表は、左側が現年度分、右側が滞納繰越分でありまして、左側

の現年度分の町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税の合計は、調定額３億３,７

５７万７,９７１円に対し収入済額が３億３,７１１万２,９８４円、前年度より２６１万

８,３７１円の減。不納欠損額は３万３,４００円、収入未済額が４３万１,５８７円、収

納率は９９.９％であります。 

 右側の滞納繰越分につきましては、調定額２９２万５,２２７円に対し収入済額が６１

万５,４５８円で、前年度より３６万５,６１１円の減。不納欠損額は１０万１００円、

収入未済額が２２０万９,６６９円で、収納率は２１％であります。 

 続きまして、１３６ページを御覧ください。 

 第５表、歳出の性質分析表につきましては、科目の款ごとに人件費から繰出金までを

分類した決算統計上の数値を使用した表であります。こちらにつきましては、後ほど御

覧いただきたいと思います。 

 なお、人件費、扶助費、交際費が、自治体の義務的経費と言われるものであります

が、この義務的経費の合計額につきましては１５億３,７４８万６,０００円で、２７.４

％となっております。 

 次のページ、１３７ページの第６表、最近５か年間の決算額調べも、参考として後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

 次に、１３８ページを御覧ください。 

 １３８ページの第７表、引下げ分の地方消費税交付金の社会保障財源化分が充てられ

ている社会保障４経費、その他社会保障施策に要する経費でありますが、社会福祉、社

会保険、保健衛生の事業の令和３年度の決算額の合計につきましては、９億９５３万８,

０００円で、その財源としまして、国・道支出金が３億１,７８７万４,０００円、地方

債が１,０９０万円、その他が８,２１３万１,０００円で、一般財源の一部としまして、

地方消費税交付金３,３６８万５,０００円が充当されております。 

 以上で、説明資料の説明を終わりまして、次に、事項別明細書の説明を行います。９

ページをお開きください。 
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 ９ページの歳入から説明いたしますが、事項別明細書では、細かい部分は省略しまし

て、大まかな説明とさせていただきますので、あらかじめ御了承いただきたいと思いま

す。 

 それでは、１款町税から始めます。町税関係の資料といたしましては、議案説明書、

資料ナンバー１２の１と２に町税の調定収入状況調書、資料ナンバー１３に十勝市町村

税滞納整理機構の引継収納状況、資料ナンバー１４に税に関する不納欠損の内容があり

ますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 続きまして、決算書、１０ページの上段を御覧ください。 

 町税の収入済額は３億３,７７２万８,４４２円、収納率は９９.２％、これを令和４年

３月３１日現在の人口２,２６５人で割りますと、町民１人当たり１４万９,１０７円

で、令和２元年度より３９０円の増となっております。 

 なお、この収入済額の中には、十勝市町村税滞納整理機構からの１６件分２６万８,５

８５円が引き継がれております。不納欠損額は１０件、１３万３,５００円、収入未済額

７７件、２６４万１,２５６円であります。 

 １項町民税１目個人の収入済額１億１,８８９万４,４５９円のうち、現年課税分につ

きましては１億１,８４７万９,１０７円、収入未済額８件で２７万２,３８７円、滞納繰

越分は４１万５,３５２円で、このうち十勝市町村税滞納整理機構から１５件、２５万

５,６８５円が引き継がれております。不納欠損額１件、２万２,０００円、収入未済額

１１件、２４万５,６７５円であります。 

 ２目法人の収入済額は、現年課税分で１,３２２万６,４００円。 

 ２項１目固定資産税の収入済額は１億７,０２７万９,３００円のうち、現年課税分は

１億７,０１１万７,９００円、不納欠損額が２件で３万３,４００円、収入未済額が１４

件、１５万９,２００円、滞納繰越分は１６万１,４００円で、不納欠損額６件、７万２,

１００円、収入未済額３９件、１９３万３８８円であります。 

 ２目国有資産等所在市町村交付金の収入済額は７０５万７００円。 

 ３項軽自動車税１目環境性能割の収入済額は、現年課税分で２４万４,７００円。 

 ２目種別割の収入済額は６９７万９００円で、現年課税分が６９３万９,１００円。

次、１１ページに移りまして、１２ページのほうを御覧いただきたいと思いますが、滞

納繰越し分が３万１,８００円で、うち１件、１万２,９００円が十勝市町村税滞納整理

機構からの引き継ぎとなっております。収入未済額は１件、１万２,９００円でありま

す。 

 ３目軽自動車税の収入済額は、滞納繰越分で６,９０６円、不納欠損額は１件、６,０

００円、収入未済額は４件、２万７０６円。 

 ４項１目町たばこ税の収入済額は、現年課税分で２,１０５万５,０７７円、前年度よ

り１２６万８,１３９円の増となっております。 

 続きまして、２款地方譲与税１項１目自動車重量譲与税は５,３７５万９,０００円。 
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 ２項１目地方揮発油税は１,８８０万２,０００円。 

 ３項１目地方道路譲与税は、科目存置で、収入がありません。 

 ４項１目森林環境譲与税は２,６２２万２,０００円。 

 １３ページをお開きください。 

 ３款１項１目利子割交付金は１９万１,０００円。 

 ４款１項１目配当割交付金は９８万円。 

 ５款１項１目株式等譲渡所得割交付金は１１９万２,０００円。 

 ６款１項１目地方消費税交付金は６,２８５万９,０００円、このうち社会保障財源化

分が３,３６８万５,０００円、地方消費税交付金が２,９１７万４,０００円の内訳と

なっております。 

 次に、７款環境性能割交付金であります。１５ページをお開きください。 

 １項１目環境性能割交付金は５１０万７,０００円。 

 ８款１項１目法人事業税交付金は３１６万５,０００円。 

 ９款１項１目地方特例交付金は２４６万５,０００円。 

 ２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金は７９万９,０００

円で、令和３年度に新たに交付されております。 

 続きまして、１０款１項１目地方交付税は２４億６,１４３万円で、前年度より２億

３,６６７万３,０００円の増額となっております。内訳としましては、普通地方交付税

が２２億２８２万８,０００円で、前年度より２億３１３万３,０００円の増。特別地方

交付税は２億５,８６０万２,０００円で、前年度より３,３５４万円の増であります。こ

の地方交付税を３月末現在の人口２,２６５人で割りますと、１人当たり１０８万６,７

２４円となり、前年度より１１万５,６３９円の増となっております。 

 次に、１７ページをお開きください。 

 １１款１項１目交通安全対策特別交付金は、科目存置。 

 １２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金は、農業競争力基盤整備

事業に係ります農業者の負担分、法人８件、個人１９件分で７４７万７,７９０円。 

 ２項負担金１目民生費負担金は、町外の養護老人ホーム入所者２名分でありまして、

６９万５,１２７円であります。 

 次に、１３款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料３,７６６万５,２４７円で

あります。１節の行政財産使用料７３０万１,３９７円は、町有地及び庁舎、天文台、交

流センター、保健センターなど、公共の土地・建物の行政財産使用料。２節福祉館等使

用料５万７,８００円は、若葉生きがい交流館での葬儀による使用２件分。３節タウン

ホール使用料は１回分で１万１,５００円。４節ふるさと交流センター使用料は１,３１

４万１,５００円で、令和３年度分につきましては３,５６０人が宿泊をしており、前年

度より１名の増であります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー１５に、オーロラハウスの利用状況をつけておりま
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すので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 続きまして、１９ページを御覧ください。 

 ５節の銀河の森宇宙地球科学館等使用料は１,７１５万３,５００円で、これは天文台

とコテージを合わせました使用料であります。令和３年度の天文台の入館者数は３,７９

４人で、前年度より１,００３人の減、コテージ村の利用棟数は７７４棟で、前年度より

１３７棟の増、稼働率につきましては３０.３％となっております。 

 資料ナンバー１６に銀河の森天文台の実績表、資料ナンバー１７に銀河の森コテージ

村利用実績表がつけてありますので、こちらも後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ２目民生使用料は５４７万１,２７０円であります。１節老人福祉使用料１７６万１,

２５０円は福寿荘の使用料。２節児童福祉使用料３３９万８,２２０円は、陸別保育所へ

の広域入所者４名分の保育料であります。３節福祉住宅使用料３１万１,８００円は、か

らまつハウスの使用料。 

 ３目衛生使用料は６５１万３,５８４円であります。１節の保健衛生使用料１８３万

４,７１０円で、公衆浴場の使用料１８２万５,７１０円が８,２２７人の利用で、前年度

より４２１人の減。墓地使用料が１件で２区画分９,０００円。２節の水道使用料４６７

万８,８７４円は、小利別地区の専用水道使用料で、給水人口は５５人となっておりま

す。 

 ４目農林水産使用料５２４万７,４２０円は、１節農林水産使用料が、農畜産物加工研

修センターの使用料で８万７,３００円、２０３回の利用で、資料ナンバー１８に加工セ

ンター月別利用実績をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。２節

営農用水使用料５１６万１２０円は、上陸別地区の給水人口が７３人で、２５９万７,６

６０円、トラリ地区の給水人口が５２人で、２５６万２,６６０円であります。 

 ５目商工使用料は、１節公園使用料で、イベント広場の使用料１万２,６００円。 

 ６目土木使用料６,４９７万１９円は、１節の道路橋りょう使用料が、道路占用料２１

件で２５１万８,９７４円。２節河川使用料は２４件、６万９,０４５円。３節住宅使用

料６,２３８万２,０００円は、町営住宅・改良住宅・特定公共賃貸住宅の使用料。４節

集会所使用料は、実績がありませんでした。 

 続きまして、２１ページをお開きください。 

 ７目の教育使用料は１５８万５,８７１円で、１節社会教育使用料が５万５,２２１

円、公民館及び公民館の陶芸室の使用料であります。２節資料館使用料６万６,９００円

は、関資料館の入館料で２２３名分。３節学童保育所使用料は１４６万３,７５０円で、

登録児童の最大数は３１名となっております。 

 ２項手数料１目総務手数料１４８万６,９５０円は、戸籍や住民基本台帳などの各種証

明等の発行手数料。 

 ２目衛生手数料７７１万６,３５０円は、１節衛生手数料が、ごみ処理、指定ごみ袋等

の販売、畜犬登録などの手数料で７６９万６,３５０円。２節水道使用料は、新設工事審
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査手数料２件、１万６,０００円、その他工事審査手数料１件、４,０００円でありま

す。 

 ３目の農林水産手数料は、実績がございません。 

 続きまして、１４款国庫支出金１項国庫負担金であります。 

 １目民生費負担金１億３,３２２万２,８７７円は、１節社会福祉費負担金９,３６８万

４,８６２円が、障害者自立支援給付費等に係る負担金や介護保険の低所得者保険料軽減

負担金、国民健康保険事業保険基盤安定負担金。２節の児童福祉費負担金３,９５３万

８,０１５円は、児童手当に係る負担金、障害児介護給付費負担金、子どものための教

育・保育給付費負担金であります。 

 ２目衛生費負担金は１,３３１万７７０円で、養育医療負担金と令和３年度に実施しま

した新型コロナウイルスワクチン接種に係る国の負担金であります。 

 続きまして、２３ページをお開きください。 

 ２項国庫補助金１目総務費補助金６,６５９万１,５０６円は、社会保障・税番号制度

導入整備補助金、地方創生推進交付金と新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金の令和２年度からの繰越し分が５００万円、令和３年度分が５,９３４万１,０００

円であります。この新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の関係につきま

しては、議案説明書、資料ナンバー１９の１と２に、事業実績一覧をつけておりますの

で、資料のほうを御覧いただきたいと思います。 

 この表につきましては、国の事例集に相対しまして、歳出の事業を並べております。

予算額７,５２３万９,４９４円で、執行額が７,３８８万８５１円に対し臨時交付金６,

４３４万１,０００円、国庫補助金７２万１,０００円、道補助金４０１万５,１２２円、

一般財源が４８０万３,７２９円であります。臨時交付金につきましては、交付限度額で

の交付を受けております。 

 それでは、決算書２３ページにお戻りください。 

 続きまして、２目民生費補助金８,１３４万８,０００円は、１節社会福祉費補助金

が、地域生活支援事業補助金と、新たな事業としまして、生活困窮者就労準備支援事業

等補助金、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金に係る補助金で４,９３０万５,０

００円。２節児童福祉費補助金が、子ども・子育て支援交付金、子育て世帯への臨時特

別給付金事業補助金と、新たな事業で、子育て世帯生活支援特別給付金補助金３,２０４

万３,０００円であります。 

 ３目衛生費補助金４,５７９万２,０００円は、１節保健衛生費補助金が１,９２１万

５,０００円で、母子保健関係補助金が、新型コロナウイルスワクチン接種事業補助金の

ほか、予防接種等のシステム改修等の補助金となっております。２節水道費補助金が２,

６５７万７,０００円で、小利別地区専用水道の団体営整備事業補助金であります。 

 ４目土木費補助金１億２,５９１万４,０００円は、１節道路橋りょう費補助金で、橋

りょう長寿命化修繕事業補助金４,５５０万７,０００円。２節住宅費補助金が、新町交
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流館建設や公営住宅の解体等の社会資本整備総合交付金８,０４０万７,０００円。 

 ５目教育費補助金７７万１,０００円は、１節小学校費補助金４０万円。２節中学校費

補助金３７万１,０００円。これは共に特殊教育就学奨励費補助金と、繰越明許費の新型

コロナウイルス感染症対策に係る学校保健特別対策事業費補助金であります。 

 続いて、３項委託金１目総務費委託金５２５万６,０２４円であります。２５ページを

お開きください。１節総務管理費委託金が、中長期在留者居住地届出等事務委託金で１

５８万５,８９０円。２節選挙費委託金は、衆議院議員総選挙委託金などで３６７万１３

４円。 

 ２目民生費委託金は、児童扶養手当、特別児童扶養手当の事務委託金５,７９３円であ

ります。 

 続きまして、１５款道支出金１項道負担金１目民生費負担金は８,１３４万６,１１９

円であります。１節社会福祉費負担金６,６２９万２,７９６円は、民生委員活動費等負

担金のほか、先ほど国庫負担金でも説明いたしました障害者自立支援給付費などに係り

ます負担金であります。おおむね４分の１の負担率となっております。２節児童福祉費

負担金１,５０５万３,３２３円も、先ほど国庫負担金で説明しました内容とほぼ同様で

ありまして、児童手当などに係る負担金であります。 

 ２目衛生費負担金は、収入がございません。 

 ２項道補助金１目総務費補助金１,１０５万３,０００円は、防災備蓄品整備に係る地

域づくり総合交付金と新規事業の宿泊事業者感染防止等事業補助金。 

 ２目の民生費補助金１,２９７万５,４１０円は、１節社会福祉費補助金が、乳幼児医

療費などの各種医療費補助金のほか、地域生活支援事業補助金などで８２７万６,４１０

円。２節児童福祉費補助金が、子ども・子育て支援交付金などで４６９万９,０００円。 

 ３目衛生費補助金２２万７,１９５円は、健康増進事業補助金など、例年同様の内容で

あります。 

 ２７ページをお開きください。 

 ４目農林水産業費補助金３億２,６０６万６５円は、１節農業費補助金が、農業委員会

活動促進事業、中山間地域直接支払事業、農業競争力強化基盤整備事業、農業次世代人

材投資事業などの補助金２億７,４０６万２,２４５円で、このうち２億３,０８０万５,

０００円が繰越明許費の畜産・酪農収益力強化整備事業で、陸別町酪農畜産クラスター

協議会の補助金であります。２節林業費補助金が５,１９９万７,８２０円で、森林環境

保全整備事業、小規模治山事業、林道東トマム高台線改良事業などの補助金でありま

す。 

 ５目商工費補助金４６４万１２２円は、１節消費者対策費補助金６２万５,０００円

で、地方消費者行政活性化交付金。２節商工費補助金４０１万５,１２２円は、プレミア

ム商品券発行事業に対する道のプレミアム分に係る１０％分の補助金。 

 ６目教育費補助金２５万４,０００円は、地域学校共同活動事業補助金であります。 
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○議長（本田 学君） 昼食のため、午後１時まで休憩します。 

                           休憩 午後 ０時０１分 

                           再開 午後 １時００分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 丹野会計管理者より、午後から退席する旨、報告がありました。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、午前中に引き続きまして、一般会計の歳入から説

明を続けさせていただきます。 

 歳入の２７ページになります。 

 中段、３項委託金１目総務費委託金から次のページの５目土木費委託金までは、権限

移譲などによります委託金であります。 

 １目総務費委託金４３３万４,３５４円は、１節総務管理費委託金が、北海道権限移譲

事務交付金外１件で５万７００円。２節徴税費委託金は、道民税徴収委託金で４０３万

５,６０１円。３節戸籍住民基本台帳費委託金は、更正調査事務委託金で１万９００円。

４節統計調査費委託金は２３万７,１５３円であります。 

 ２目衛生費委託金４万４,１６７円は、１節保健衛生費委託金が、公害防止事務委託金

外２件で２万５,３００円。２節清掃費委託金は、建設リサイクル法事務取扱委託金１万

８,８６７円であります。 

 ３０ページに移ります。 

 ３目農林水産業費委託金１４８万５,０４４円は、１節農業費委託金が家畜伝染病予防

事務委託金、監督等補助委託金など７件、１３３万２,０４４円で、このうち１９万１,

４００円は、繰越明許費の道営事業に係る監督等補助委託金であります。２節林業費委

託金は、有害鳥獣等捕獲許可事務委託金１５万３,０００円。 

 ４目商工費委託金は、商工会法関係許認可事務等委託金で１万７,２０５円。 

 ５目土木費委託金は、陸別川樋管管理委託金外２件で１０９万４０７円であります。 

 続きまして、１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４,２４６万１９６円

であります。１節土地建物貸付収入３,０９３万７,４２１円は、普通財産の土地建物の

貸付収入で、産業振興住宅ルナコート、貸付住宅、教職員住宅、移住産業研修センター

などの貸付収入が主な内容であります。２節通信設備貸付収入１,１５２万２,７７５円

は、光ファイバー網の貸付収入。 

 ２目利子及び配当金１７０万４,６４５円は、各種基金利子が８９万７,４４５円、優

先出資株式配当金などが８０万７,２００円であります。 

 ２項財産売払収入１目不動産売払収入２万２,８２７円は、１節土地売払収入が町有地

の売払い４件８筆分。２節建物売払収入は、科目存置。 

 ３１ページに移ります。 

 ２目物品売払収入６９０万４,０００円は、１節生産物売払収入は、素材売払いで６２
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０万円。２節不用物品売払収入は、公用車両の更新に伴います旧車両２台分の売払代金

７０万４,０００円。 

 １７款１項寄附金１目一般寄附金は、科目存置。 

 ２目指定寄附金１,１７６万３,０００円は、指定寄附分１１件、３７０万円、ふるさ

と納税分が５４１件、８０６万３,０００円であります。１節総務費寄附金は、ふるさと

整備資金、ふるさと銀河線跡地活用等振興資金、町有林整備資金、合わせまして７８２

万５,０００円。２節農林水産業寄附金は、いきいき産業支援資金で１３０万６,０００

円。３節教育費寄附金は、教育振興資金、給食センター管理運営資金、スポーツ振興資

金、合わせまして２０９万２,０００円。４節民生費寄附金は、地域福祉資金で５４万円

であります。 

 １８款繰入金１項特別会計繰入金１目介護保険事業勘定特別会計繰入金３９万４,０４

０円は、新設科目でありまして、介護保険事業勘定特別会計で受けました保険者機能強

化推進交付金３５万３,０００円と、低所得者保険料軽減負担金４万１,０４０円であり

ます。 

 続きまして、２項基金繰入金でありますが、１目財政調整基金繰入金は、２億円を基

金から取り崩しまして、財源不足に充当しております。 

 ３３ページに移ります。 

 ２目減債基金繰入金は１億５,０００万円を基金から取崩し、地方債の償還費に充当。 

 ３目ふるさと整備基金繰入金は１,９５０万円。 

 ４目いきいき産業支援基金繰入金は１億１,５５４万円で、令和２年度からの繰越明

許、民間活用住宅建設事業への充当分１,５１０万円が含まれております。 

 ５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金は２,０００万円。 

 ６目町有林整備基金繰入金は１,０００万円。 

 ７目地域福祉基金繰入金は２,６４０万円。 

 ８目公共施設等維持管理基金繰入金は９,４８０万円。 

 ９目学校給食センター管理運営基金繰入金は２,４８０万円。 

 １０目スポーツ振興基金繰入金は５万３,６１０円。 

 ３５ページに移りまして、１１目森林環境譲与税基金繰入金は２,５３４万２,８８１

円であります。 

 基金繰入金の総額につきましては６億８,６４３万６,４９１円で、それぞれの該当す

る事業に基金を取崩して充当しております。 

 １９款１項１目繰越金は、前年度繰越金６,９０１万３,４６６円は、令和２年度から

の繰越し分１,２５９万９,３００円を含み、令和３年度の歳入歳出差引額から基金に繰

入れた７,０００万円を除いた額と符合をしております。 

 ２０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金９万４,４０９円は、町税延滞金が

２０件分で、町民税１５件、８万５,１０９円、固定資産税２件、２,３００円、軽自動



― 33 ― 

車税３件、７,０００円であります。 

 ２目加算金は、科目存置。 

 ２項１目町預金利子は６,７５９円。 

 次に、３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入３,２６７万１,０００円は、約定

償還分が牛１９０頭、２,７６３万１,０００円、繰上償還分が牛１７頭、５０４万円で

あります。 

 議案説明書、資料ナンバー２２に、優良家畜導入支援事業の資料をつけておりますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ３７ページに移ります。 

 ２目貸付金元利収入１億６,４４２円は、信用保証協会の貸付金１億円のほか、勤労者

融資制度貸付金利子などが含まれております。 

 ３目奨学資金貸付金収入７１万２,０００円は、高校生３人、大学生等７人、うち重複

２人からの償還金であります。 

 ４項雑入１目滞納処分費は、科目存置。 

 ２目弁償金４０万７,２２０円は、複写機使用と原動機付自転車等標識再交付弁償金、

それから光ケーブル修理に係る弁償金であります。 

 続いて、３目雑入は５,４４０万４,０５３円であります。１節介護予防支援報酬７７

万４,２７０円は、介護予防サービス計画作成に係る報酬で１６３件分。２節居宅介護支

援報酬６１６万５,９７０円は、居宅介護サービス計画作成に係る報酬で４５９件分。３

節高齢者福祉施設負担金３６２万９,０９４円は、福寿荘の入居者の食事代等の実費負担

金。４節学校給食費等１,１７８万６,１７０円は、小中学生、保育所職員等の負担金。

５節電話使用料１万１,５９１円は、役場庁舎、福祉館など各施設における電話使用料。

６節電気等使用料１２万５１０円は、コテージ村などの電気等使用料であります。７節

雑入３,１９１万６,４４８円は、他の区分に属さない収入で多々ございます。金額の大

きな主なものを申し上げますと、森林研究整備機構水源林造林木の素材販売収益、ふる

さと交流センター燃料等使用料、宝くじ交付金、前年度の介護給付費負担金の精算に伴

う返還金、移住産業研修センター賄い負担金、健康診査の個人負担金などが含まれてお

ります。 

 ３９ページに移ります。 

 ４目過年度収入７１６万８,５４６円は、国・道負担金、または補助金等の令和２年度

事業の精算に伴う追加交付分であります。１節林業費補助金過年度収入は、森林環境保

全環境事業補助金で５０６万５,１５７円。２節子どものための教育・保育給付費負担金

が１７万７,３４９円。３節障害者福祉等負担金が１９２万６,０４０円であります。 

 続きまして、２１款１項町債は６億６,７７０万７,０００円であります。内訳につき

ましては、一般単独事業債の緊急自然災害防止対策事業分が２,９００万円、緊急防災・

減災対策事業分が５,２４０万円、緊急浚渫推進事業分が５０万円、地域活性化事業分が
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７０万円、防災・減災、国土強靱化緊急対策事業債が５,５００万円で、全額繰越明許費

分であります。過疎債４億４,３１０万円、このうち１７０万円が繰越明許費分、臨時財

政対策債８,７００万７,０００円となっております。 

 それでは、１目から進めます。 

 １目総務債１億１,３５０万円は、過疎地域自立促進特別対策事業外１事業で、議案説

明書、資料ナンバー２１にこの事業の一覧表がつけてありますので、後ほど御覧いただ

きたいと思います。 

 ２目衛生債２,１７０万円は、小利別地区専用水道整備事業。 

 ３目農林水産業債２億６,６１０万円は、１節農業債が２億３,５１０万円で、第二上

陸別地区畑地帯総合整備事業外８事業、うち令和２年度からの繰越明許費５,６７０万円

が含まれております。２節林業債が３,１００万円で、林道東トマム高台線改良事業外４

事業。 

 ４目土木債１億７,７８０万円は、１節道路橋りょう債が１億１,９６０万円で、町道

トマム川沿線道路整備事業外７事業。２節住宅建設債が５,７７０万円で、新町集会所建

設事業。３節河川債が５０万円で、名無川河道整備事業。 

 ５目教育債１６０万円は、１節教育総務債で、教員住宅の建設事業。 

 続きまして、４１ページを御覧ください。 

 ６目臨時財政対策債は８,７００万７,０００円の借入れであります。 

 歳入の合計につきましては、当初予算額４９億４,５４２万３,０００円、補正予算額

５億５９０万２,０００円、繰越明許費３億４,４５８万２,３００円で、予算現額につき

ましては５７億９,５９０万７,３００円。調定額５７億１,３９３万１,５７８円に対し

まして、収入済額は５７億１,１１５万６,８２２円。不納欠損額１３万３,５００円。収

入未済額２６４万１,２５６円であります。 

 以上で、歳入を終わりまして、次に、歳出の説明を行います。 

 次のページ、４３ページをお開きください。 

 歳出。 

 １款１項１目議会費は４,９３２万４,７０８円であります。議会費で計上しました経

費の内訳は、議会の活動運営費、議員の報酬、事務局職員の人件費などの執行となって

おります。 

 続きまして、２款総務費１項総務管理費であります。 

 １目一般管理費２億２,０３８万２,２９４円は、職員研修、町長、副町長、総務課、

出納課などの職員人件費、役場全体で使用します消耗品や備品の購入費、電算システム

関連経費などに加えまして、令和３年度はカラー印刷機の購入、ラインプリンターの更

新、公共施設等総合管理計画の更新などであります。 

 次のページに移りまして、４６ページを御覧ください。 

 この科目の不用額についてでありますが、３節職員手当等が、時間外勤務手当で４８
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万９,７２６円、勤勉手当で９５万９,９１９円。４節共済費が、一般職の共済組合費４

７万６,７７２円。８節旅費が、普通旅費で３８万７,３７０円。１８節負担金補助及び

交付金が、北海道自治体情報システム協議会負担金７１万４,３９６円、これらが主な内

容となっております。 

 ２目文書広報費７６８万９１１円は、町広報紙の発行やホームページ管理事業、役場

全体の郵便料などの執行であります。 

 ４７ページをお開きください。 

 ３目の財政管理費６４万５,４８０円は予算書の印刷。 

 ４目会計管理費３３３万５,０８５円は、決算書の印刷と金融機関に対する口座振替、

窓口収納、派出事務手数料などであります。 

 ５目財産管理費８億２,１８０万８,９０２円は、庁舎、タウンホール、福祉館、その

他公共施設、公用車等の維持管理費、基金積立金などのほかに、令和３年度は庁舎改

修、６月末までのコミバスの運行の委託料、分線駅、車両庫など、陸別鉄道の整備関係

などの執行となっております。 

 ４８ページを御覧ください。 

 この科目の不用額でありますが、１０節需用費が公用車の燃料代３９万９,７５２円、

修繕料４６万３,３４１円。１１節役務費が公用車の車検等手数料５４万５,３６８円。

１２節委託料は、福祉バス運行業務で５８万８,３９６円、公共施設等除雪業務２４万

３,７２２円、北電柱、ＮＴＴ柱の建て替えに伴います光ケーブルの取付け替え業務５３

万６,８００円が主な内容となっております。２４節積立金６億２,４０３万６,４４５円

に関しましては、議案説明書、資料ナンバー７に基金別増減の状況の表がつけてありま

すので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 なお、この基金につきましては、家庭の貯金に当たるものでありますが、一般会計の

基金の現在高４８億７,２１９万１１１円を今年の３月３１日現在の人口２,２６５人で

割りますと、町民１人当たり２１５万１,０７７円となりまして、前年度より２万７,７

３０円多くなっております。 

 ４９ページに移ります。 

 ６目町有林野管理費４,０９２万５,６０５円は、町有林管理に係る経費のほか、町有

林拡大事業に係る執行であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２２に、町有林管理事業収支一覧表がありますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

 なお、町有林拡大事業におきましては、９万８,１２２平米を２３７万３,８１０円で

購入しておりまして、平成２５年度から令和３年度末までに取得しました面積の合計は

２２２万５,２６２.１７平米となっております。 

 ７目企画費は１億１０１万６,０８２円の執行であります。この科目は、まちづくり関

連の空き家解体事業、ふるさと納税促進事業、移住・定住促進交流関係事業、地域交通
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確保事業のほか、令和２年度から繰り越しました民間活用住宅建設事業２,５２０万円、

令和３年７月から実証実験として始めました乗合タクシー運行事業、これらが含まれて

おります。ふるさと納税促進事業につきましては、４１２万５,３９８円の支出に対しま

して、５３０件、８０６万３,０００円の納税がありました。地域交通利用促進事業のう

ち、路線バスの助成事業の利用延べ人数は１,２８４人、通学定期差額補助事業は１５名

の補助、移住・定住促進住宅建設等補助事業は１４件、サマーｉｎりくべつ関連事業

は、新型コロナウイルス対策により中止となっております。 

 続きまして、５０ページを御覧いただきたいと思います。この科目の不用額でありま

すが、１０節需用費が、移住体験住宅等の消耗品で２４万４,５５８円、移住産業研修セ

ンターの食料費等で２２万１,２１１円。５２ページを御覧ください。１２節の委託料

が、ふるさと納税業務で１８１万６８４円。１８節負担金補助及び交付金が、地域交通

推進会議交付金１２９万３５５円が不用額の主な内容であります。 

 ８目公平委員会費は、執行がありませんでした。 

 ９目交通安全対策費は９５万９,８０４円で、交通安全協会への補助金等、例年同様の

執行。 

 １０目諸費３３３万６,２０４円は、自治会活動等促進交付金は、町功労者表彰などに

かかる執行であります。 

 ５３ページをお開きください。 

 １１目交流センター管理費７,９５８万１２１円は、ふるさと交流センター及び周辺施

設の管理に係る経費でありまして、令和３年度は施設のボイラー２基のほか、道の駅の

宿泊研修施設感染防止対策事業によりますオーロラハウスのエアコン、網戸の設置など

を行っております。令和３年度の利用者数につきましては３,５６０人で、前年度より１

名の増であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２３にふるさと交流センター管理費内訳がつけてあります

ので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 なお、この科目の不用額は、５４ページの１２節委託料の屋根修繕業務で４８万４,２

７２円が主な内容となっております。 

 １２目銀河の森管理費７,３６５万９,６５３円は、天文台、コテージ村・銀河の森専

用水道などに係る職員人件費を含む管理経費であります。令和３年度は、ふるさと交流

センターと同様、道の補助を受けまして、コテージ村の宿泊研修施設感染防止対策事業

として、空気清浄機などの備品の購入、それからキャンプサイトの設置などを行ってお

ります。 

 なお、この科目におきましては、大型望遠鏡ＧＰＳ装置構成改修事業１８５万１,４２

１円が、部品調達の遅れなどによりまして、令和４年度への事故繰越しをしておりま

す。令和３年度の天文台の入館者数でありますが、３,７９４人で前年度より１,００３

人の減、コテージ村の利用棟数は７７４棟で前年度より１３７棟の増となっておりま
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す。 

 この科目の不用額につきましては、５４ページの３節職員手当等が、時間外勤務手当

で４８万３,７３８円。１１節役務費がインターネット回線使用料等で２４万４,０９０

円。１２節委託料が水道の管路修繕等の業務で５７万１,０００円、これらが主な内容で

あります。 

 ５５ページをお開きください。 

 １３目の地域活性化推進費１,５５０万２,５８０円は、地域活性化推進事業やミネラ

ルウォーター開発事業、薬用植物研究事業、地域おこし協力隊に係る執行で、令和３年

度は、ミネラルウオーター１万５,０００本製造しまして、地域おこし協力隊について

は、商工観光推進員と、７月までの勤務となりましたが、農業環境支援推進員、２名の

雇用となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー２４に、陸別チャレンプロジェクト事業の資料がつけてあ

りますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １４目企業誘致対策費は、執行がございませんでした。 

 １５目特別定額給付金事業費１７０万円の執行は、新生児の出生世帯等への特別定額

給付金で、町独自の制度であります。 

 ５７ページを御覧ください。 

 続きまして、２項徴税費１目税務総務費２,２５５万５,０３７円は、税の還付加算金

のほか、職員の人件費などで、例年同様の執行となっております。 

 ５８ページを御覧いただきたいと思いますが、２２節の償還金利子及び割引料は２２

７万８,０００円で、町税などの還付金、個人町民税が３０件、１７４万５,１００円、

法人町民税が８件、４７万７,２００円、固定資産税が４件、５万４,７００円、還付加

算金が、固定資産税１件、１,０００円。不用額につきましては、３節の職員手当等の時

間外勤務手当４５万８,６６６円が主な内容となっております。 

 ２目賦課徴収費３７４万２,２７４円も例年同様の執行でありまして、十勝市町村税滞

納整理機構への負担金は６９万７,０００円、道民税も含めた引継額は１６件、４８万

３,８４９円、収納額は１６件、４４万７,９４９円となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー１３に、十勝市町村税滞納整理機構引継収納状況がつけて

ありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ５９ページに移ります。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費は２,６２７万６,６１８円の執行で、主に職員の人件費

と北海道自治体情報システム協議会への負担金であります。 

 なお、この科目では、住民基本台帳システム改修事業２７２万８,０００円が令和４年

度に繰り越されております。 

 不用額につきましては、３節職員手当て等は、勤勉手当で４３万９１４円。１８節負

担金補助及び交付金が、戸籍管理システム使用料等７５万９,４４０円が主な内容となっ
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ております。 

 ４項選挙費１目選挙管理委員会費６６１万４,４４５円は、選挙管理委員会委員の報酬

や職員の人件費など、例年同様の執行であります。 

 ６１ページに移ります。 

 ２目衆議院議員選挙費３８９万９８４円は、第４９回衆議院議員総選挙執行に係る経

費であります。 

 ５項統計調査費１目指定統計調査費２３万７,３８７円は、経済センサスほか統計調査

に係る調査員の報酬や消耗品などの事務費であります。 

 ６項１目監査委員会費１８２万１,４５４円は、監査委員の活動運営費、報酬など前年

同様の執行となっております。 

 ６３ページに移ります。 

 ３款民生費１項社会福祉費であります。 

 １目社会福祉総務費は４億３,９８６万６,８６３円でありますが、この科目での執行

は、子ども等の医療費助成費、障害者支援事業費、社協の補助金、防犯灯の新設、撤

去、福祉住宅の管理経費、職員の人件費、国保、介護保険特別会計への繰越金などのほ

かに、令和３年度の新たな事業としまして、生活困窮者自立相談支援事業、成年後見支

援事業、地域福祉計画策定支援事業、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金などが

含まれております。 

 なお、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金のうち１,３８８万８,０００円は令

和４年度へ繰越しております。 

 この科目の不用額につきましては、３節職員手当等が時間外勤務手当２４万９７１

円。４節共済費が共済組合費３５万４,７１４円。１２節委託料が成年後見制度法人後見

支援事業５３万６３３円。１４節工事請負費が防犯灯の新設、撤去工事で５６万５,８０

０円。１８節負担金補助及び交付金が住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金１３１

万１,０００円、民生委員協議会２８万７,１０４円。１９節の扶助費は、重度心身障害

者等医療費助成で１０４万９,３８２円、高齢者等交通費助成４２万８,９５０円、障害

者介護給付費等の支援費で２００万３,６７５円、冬期生活支援事業で８１万円、これら

が主な内容となっております。 

 続きまして、６６ページを御覧ください。 

 ６６ページの２７節繰出金につきましては、国民健康保険事業勘定特別会計への繰出

金が３,６９４万３,２７４円、介護保険事業勘定特別会計への繰出金が４,８７１万７,

６５５円となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー２５の１に、社会福祉費総務費分の民生費事業実績状況の

資料がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ２目老人福祉費は７,０１７万２,２３７円の執行であります。この科目では、敬老祝

い金の贈呈、老人健康増進センターふれあいの里、高齢者交流センターなどの施設の管
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理運営費、居宅介護事業事業所設置事業費などの例年同様の執行のほかに、令和３年度

は、介護職員資格取得助成事業なども含まれております。 

 なお、デイサービスセンターの延べ利用者数でありますが、２,４９０人で前年度より

１３４人の増。介護予防日常生活支援総合事業の延べ利用者数は１９３人で、前年度よ

り２１人の増となっております。 

 この科目の不用額につきましては、１０節需用費が福寿荘の食料費１００万２,９９２

円。１８節負担金補助及び交付金がデイサービス運営事業で１２５万４,３１５円、介護

予防日常生活支援総合事業４６万７,４９０円、介護職員資格取得助成事業で２７万７,

０００円。１９節扶助費の老人福祉施設入所措置費で２２７万９,４１１円が主な内容で

あります。 

 議案説明書、資料ナンバー２５の２に、この老人福祉費分の民生費事業実績状況がつ

けてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ３目後期高齢者医療費につきましては４,８３５万２５５円であります。 

 ６８ページをお開きください。 

 １８節負担金補助及び交付金は、北海道後期高齢者医療広域連合への負担金。２８節

繰出金は、後期高齢者医療特別会計への繰出金であります。 

 次に、２項児童福祉費１目児童福祉総務費８９３万７,６４８円でありますが、この科

目では、出産祝い金の贈呈、障害児支援事業、児童施設等への通所に係る交通費助成、

子どものための教育・保育事業などの執行となっております。 

 不用額につきましては、１９節扶助費の障害児支援事業で、介護給付費２１万８,９３

３円、身体障害児補装具交付事業分で２８万５,０００円が主な内容であります。 

 ２目児童福祉施設費８,９４８万５,６１０円は、陸別保育所の管理運営経費、保育士

等の職員人件費など、例年同様の執行のほかに、令和３年度は、令和４年度からの保育

の低年齢児化のための施設改修、外部委託をしました地域子育て支援センターなどが含

まれております。 

 不用額につきましては、１０節需用費で、保育所の食料費２７万１,４４３円、電気代

等の光熱費２２万６,０７５円が主な内容となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー２６に、児童福祉施設実施状況がつけてありますので、保

育所の登録児童数も参考として掲載しております。後ほど御覧いただきたいと思いま

す。 

 ６９ページをお開きください。 

 ３目児童措置費５,０４９万２,８７９円は、児童手当の支給のほか、子育て世帯への

臨時特別給付金２６５件、子育て世帯生活支援特別給付金１４件の給付を執行しており

ます。 

 続きまして、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費は５,７１２万４,４９３

円であります。 
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 ７１ページをお開きください。 

 この科目では、保健事業に係る事務経費、職員の人件費など例年同様の執行のほか

に、令和２年度から医療介護技術職員養成修学資金を１名の方に貸付けしております。 

 不用額につきましては、３節職員手当等の時間外勤務手当６３万５,６４６円が主な内

容であります。 

 続きまして、２目保健衛生施設費３,０７７万４,３３９円は、保健センター、公衆浴

場の管理運営関係で、保健センター分２,０４５万１,４５８円、公衆浴場分５４７万１,

８８１円と診療所、保健センターの全体の屋上の改修のうち、保健センター分４８５万

１,０００円の執行となっております。公衆浴場歩行浴施設の利用者数でありますが、合

計で８,２２７名で、前年度より４２１名の減となっております。 

 不用額につきましては、１０節需用費の保健センター公衆浴場の燃料代１４１万３,０

９１円。１２節委託料の施設設備保守管理費で２９万７,１８０円が主な内容でありま

す。 

 続きまして、７３ページに移ります。 

 ３目予防費５,１６７万４,９６４円は、各種検診、予防接種、新型コロナワクチン接

種のほか、令和３年度は、産後ケアの実施、保健指導事業に必要な健康管理システムの

導入などを行っております。受診等の実績につきましては、各種検診が延べ人数で１,３

４７人で、前年度より１人の増。予防接種は延べ人数７６２人で、前年度より１４２人

の減となっております。 

 不用額につきましては、１２節委託料の各種予防接種で１３１万３,６０１円。１８節

負担金補助及び交付金の北海道自治体情報システム協議会負担金１２５万５,０００円。

１９節扶助費の特定不妊治療費、不育治療費助成５５万円、各種予防接種の償還払い分

２９万２,６６８円が主な内容となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー２７に、各種検診、健康診査、産後ケア、予防接種などの

衛生費等の事業実施状況の一覧をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思い

ます。 

 ４目環境衛生費７１３万３,７６２円は、火葬業務、墓地草刈り清掃など、例年同様の

執行に加えまして、令和３年度は火葬場耐火物の補修、陸別墓地擁壁等の補修工事を実

施しております。 

 不用額につきましては、１２節委託料の火葬業務で４３万１,２００円が主な内容であ

ります。 

 ５目診療所費１億５,８２４万円は、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への繰出

金であります。このうち７,８０６万２,０００円が、普通地方交付税と特別地方交付税

により財源措置されております。 

 ７５ページに移ります。 

 ７５ページ、２項清掃費１目清掃総務費４９５万５,６３７円は、し尿処理事業など例
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年同様の実行で、令和２年度からの繰越明許費、下水道建設負担金事業４,０００円が含

まれております。また、同事業で９,０００円が令和４年度への繰越しとなっておりま

す。 

 不用額につきましては、１８節負担金補助及び交付金のし尿搬送助成金３４万３６３

円が主な内容であります。 

 ２目塵芥処理費７,６８５万３,９２５円も例年同様のごみ処理関係の経費の執行のほ

か、令和３年度につきましては、ストックヤードのトラックスケールの更新工事を行っ

ております。ごみ等の収集量は合計で６３３.９トンで、前年度より４３.３トン多く

なっております。 

 不用額は、１０節需用費のごみ袋購入費やストックヤードの修繕料で２１万９,８９１

円。１２節委託料の塵芥収集等業務３４万７,７９０円が主な内容であります。 

 ３項水道費１目専用水道費５,４０９万１,１３９円は、小利別から下勲祢別までの専

用水道に係る経費で、給水戸数は前年と同じ１９戸であります。 

 なお、令和２年度から施設の長寿命化のため電気機械設備の更新や水質計器の取替え

など、電気設備等の更新工事を行っております。 

 不用額につきましては、１２節委託料の管路等修繕関係業務で７４万４,０００円が主

な内容となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー２８に、４款衛生費のほか６款農林水産業費、８款土木費

における補助、交付金、起債を対象事業とします建設工事の一覧をつけておりますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、７７ページをお開きください。 

 ２目水道費１億２,３２５万１,０００円は、簡易水道事業特別会計への繰出金であり

ます。 

 続きまして、５款労働費１項労働諸費であります。 

 １目労働諸費１０４万９,２９６円は、中小企業労働者福祉共済加入促進補助など、例

年同様の執行であります。 

 ２目緊急雇用対策費１,２２４万４,８６８円は、緊急雇用対策事業で、町内の林業３

社、建設業２社、建築業１社の合計６社、延べ４８名の雇用となっております。 

 次に、８０ページを御覧ください。 

 ８０ページになりますが、不用額につきましては、作業実績に伴うもので、１５節原

材料費４４万９,４３８円が主な内容であります。 

 ３目雇用再生対策費１,３２０万４,２７３円は、地元雇用促進事業で、新規雇用が２

５名、継続雇用が７名の計３２名。分野別では農業が１３名、林業が２名、商業が２

名、建設業が１名、福祉関係が１４名となっております。不用額につきましては、全て

本事業の補助金で、実績に基づくものであります。 

 続きまして、６款農林水産業費１項農業費であります。 
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 １目農業委員会費１,６１１万４,４４９円は、農業委員の活動運営費、報酬、職員の

人件費のほか、例年同様の執行であります。 

 ２目農業総務費６,７８９万９,０１７円は、職員の人件費。 

 続きまして、８２ページに移ります。 

 この科目の不用額につきましては、３節職員手当等の時間外勤務手当６１万２,００９

円が主な内容であります。 

 次に、３目農業振興費８,７０６万８,９３１円につきましては、農業関係制度資金ほ

か、例年同様の執行に加えまして、令和３年度につきましては、自家水利用者の水質検

査、新型コロナウイルス対策としまして、近代化資金の利子補給事業、家畜飼養者への

支援事業などが加わっております。 

 不用額につきましては、１１節役務費が自家水利用者の水質検査で３４万１,５００

円。１８節負担金補助及び交付金が、農業次世代人材投資事業７４万２３２円が主な内

容であります。 

 ４目畜産業費３億３,２７３万５,８６５円も畜産振興対策など、例年同様の執行の内

容であります。 

 なお、令和２年度からの繰越明許費、畜産・酪農収益力強化整備事業補助金が２億３,

０８０万５,０００円が含まれております。また、同じ事業でありますが、２,３２９万

６,０００円が令和４年度への繰越しとなっております。 

 この科目の不用額につきましては、１８節負担金補助及び交付金の畜産クラスター事

業３５万４,６８０円が主な内容であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２０に、優良家畜導入支援事業の資料がつけてありますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ８３ページに移ります。 

 ５目農地費１億６６３万９,１８２円は、農業用施設維持管理のほか、掲載の主要事業

が主な執行内容となっております。令和２年度からの繰越明許費、トマム地区道営農業

農村整備事業１８０万５,４２０円も含まれております。また、同じ事業のうち５１４万

２,０００円が令和４年度への繰越しとなっております。 

 ６目営農用水管理費は１億５,０９９万４,２５８円で、上陸別地区及びトラリ地区の

営農用水の管理費の執行のほか、令和３年度は道営事業に付随します上陸別地区の１号

幹線支線配水管新設工事も行っております。内訳は、上陸別地区が１億４,６１４万３,

７４９円、トラリ地区が４８５万５０９円であります。 

 なお、この科目では、令和２年度から繰越明許費、第２上陸別地区の道営担い手畑地

帯総合整備事業５,５５４万８,６１０円の執行と、同事業におきまして３,６０８万円が

令和４年度への繰越しとなっております。 

 不用額につきましては、１０節需用費が管理用の消耗品で１６万４,６３９円と修繕料

１７万８,０００円。１２節委託料が管路等修繕で１０９万円、施設保全作業で３６万
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１,０００円が主な内容であります。給水戸数につきましては、上陸別地区は３１戸、ト

ラリ地区は１９戸であります。 

 次に、８５ページをお開きください。 

 ７目公共草地管理費５１９万３１２円は、町内の公共草地の例年同様の管理経費の執

行と、令和３年度でトラリ地区のポンプ場の制御盤などの改修を行っております。 

 ８目農畜産物加工研修センター管理費１,６６２万６,３３１円は、農畜産物加工研修

センターの管理運営費と職員の人件費のほか、例年同様の執行であります。年間の施設

の利用は２０３件で、例年度同数であります。 

 ８７ページに移ります。 

 ２項林業費１目林業振興費１億８７１万８,８６９円は、民有林、私有林の整備事業へ

の補助金、各種森林環境譲与税事業、小規模治山事業などの執行で、このうち森林環境

譲与税事業につきましては、合わせて２,５３４万２,８８２円となっております。 

 不用額は、１８節負担金補助及び交付金の退職金共済制度加入促進事業で７０万２,３

９１円が主な内容であります。 

 議案説明書、資料ナンバー２９に、豊かな森づくり推進事業、民有林造林促進事業、

資料ナンバー３０に、森林作業員就業条件整備事業、林業長期就労促進担い手対策事

業、退職金共済制度加入促進事業の資料がつけてありますので、後ほど御覧いただきた

いと思います。 

 ２目狩猟費５７８万５,０４２円は、有害鳥獣の駆除等に係る経費で、例年同様の執行

であります。 

 不用額は、７節報償費の有害鳥獣の駆除に係る奨励金７０万５,５３９円が主な内容で

あります。 

 ８９ページに移ります。 

 ３目林道新設改良費３,１０１万９,５４１円は、林道の改良工事あるいは維持管理に

係る工事等で、掲載しております主要事業が主な内容となっております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー２８に、２項林業費を含みます建設工事の資料をつ

けてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ７款１項商工費１目商工総務費１,６６３万９,７５０円は、職員の人件費で、不用額

は３節職員手当等の時間外勤務手当２８万７,４７５円が主な内容。 

 ２目商工振興費１億５,８３６万６,０７７円は、中小企業への融資制度関係、商工業

の振興補助などの執行であります。このうちプレミアム商品券につきましては、換金実

績額で５,２４７万２,５００円、小規模企業等振興事業は３０件、日産自動車購入費助

成は６台分となっております。 

 不用額につきましては、１８節負担金補助及び交付金の商工振興事業１６４万６,５９

１円、小規模企業等振興事業５０万４８４円、日産自動車購入助成１７７万６,８９７円

が主な内容であります。 
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 ９１ページに移ります。 

 ３目観光費１,２５１万８,６６９円は観光協会への補助、観光物産館の運営委託、イ

ベント開催補助等の執行で、しばれフェスティバルは２年連続で中止となっておりま

す。 

 ４目公園費７４６万２,７５１円は、公園等の管理に係る経費など、例年同様の執行の

ほか、令和３年度につきましては、イベント広場内の側溝整備事業を実施しておりま

す。１０節需用費の不用額は、イベント広場の電気料が主な内容であります。 

 ５目消費者対策費８７万３,２７１円は、コロナ禍で一時休所のときもありましたが、

消費生活相談窓口開設が月２回、消費生活支援事業が月１回の開設で、例年同様の執行

であります。 

 ９３ページに移ります。 

 ８款土木費１項土木管理費であります。 

 １目土木総務費４,８６４万８,６１５円は、樋門・樋管管理、職員人件費、旅費など

に係る経費で、例年同様の執行であります。３節職員手当等の不用額は、時間外勤務手

当３０万９,８２４円が主な内容であります。 

 ２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費２,１３１万２,３９０円は、ダンプやグ

レーダーなどの公有車両の管理経費、道路台帳の整備、町道の用地確定測量委託業務の

執行であります。 

 不用額につきましては、１０節需用費が積寒機械の消耗品費３３５万８,０５４円、修

繕料４９万８,０３５円。１１節の役務費で、車検、車両点検などの費用４４万４,１２

６円、大型車両の引上料１１９万４,０００円が主な内容であります。 

 ９５ページに移ります。 

 ２目道路維持費１億３,７７０万７６５円は、町道の道路等維持管理などの執行で、掲

載しております主要事業が主な内容となっております。 

 不用額は、１２節委託料が除排雪業務で８１７万１,７０８円、舗装補修業務１５８万

１,１５６円。１５節の原材料費は、道路維持に係ります必要な原材料代９４万６,８０

０円が主な内容であります。 

 ３目橋りょう維持費７,３２６万４,６９５円は、橋梁の長寿命化工事、橋梁点検な

ど、町道にある橋の維持経費の執行であります。 

 ４目道路新設改良費１億２４５万６８９円は、町道の道路整備や舗装工事などの執行

で、令和３年度は４路線の整備となっております。 

 ９７ページに移ります。 

 ５目街路灯費９８７万３,４４９円は、街路灯の維持管理とＬＥＤ化工事が主な執行内

容であります。令和３年度の街路灯ＬＥＤ化工事につきましては、１２基を実施しまし

て、１８２基のうち、これまで１４４基がＬＥＤに変わっております。 

 ３項河川費１目河川総務費１０５万２,１４５円は、普通河川の管理、河道整備などが
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主な執行内容で、不用額につきましては、１２節委託料の河道整備などであります。 

 ４項住宅費１目住宅管理費２,６７８万８８３円は、町営住宅２３９戸に係る維持管

理、改修などに係る経費の執行であります。年度末の空き家は５９戸で、このうち３２

戸が政策的に空き家としております。 

 ２目住宅建設費１億３,１７２万５,３１７円は、社会資本整備総合交付金事業としま

して、公営住宅の解体、新町交流館の建設、外構工事、第１若葉団地の屋根塗装工事が

主な執行内容でありまして、主要事業に掲載のとおりであります。 

 議案説明書、資料ナンバー２８に、８款の土木費におけます建設工事の一覧表をつけ

ておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ９９ページに移ります。 

 ５項１目下水道費９,２６１万４,０００円は、公共下水道事業特別会計への繰出金。 

 続きまして、９款１項消防費であります。 

 １目消防費１億７,１６４万４,０９７円は、十勝広域消防事務組合への負担金が１億

５,３３２万３,０００円、陸別消防団に係る費用が１,８３２万１,０９７円の内訳で、

令和３年度には消防庁舎のボイラー室の機器更新工事、令和２年度からの繰越明許とし

まして、消防署の感染拡大防止、換気整備としまして、エアコンの設置４７０万８,００

０円を執行しております。 

 不用額につきましては、８節旅費が消防団員の出動訓練などの費用弁償７６万１,８８

０円。１０２ページを御覧ください。１８節負担金補助及び交付金が、消火栓年間維持

負担金で３１万９,０００円、消防団運営活動活性化交付金１５万９,１００円が不用額

の主な内容であります。 

 なお、３月３１日現在におけます陸別消防団の団員数につきましては５０名でありま

して、年度中は新加入が４名、退団が１名となっております。 

 ２目災害対策費１３１万６,２５３円は、防災行政無線の保守管理など、例年同様の執

行であります。 

 続きまして、１０款教育費１項教育総務費であります。 

 １目教育委員会費１４４万３,６０６円は、教育委員の報酬、旅費など例年同様の執

行。 

 １０３ページに移りまして、２目事務局費８,２５２万６,６９９円は、教職員住宅の

管理等経費のほか、奨学資金貸付金、職員の人件費等が主な内容であります。奨学資金

の貸付けにつきましては、大学等が１３名、高校が３名。 

 不用額につきましては、３節職員手当等で、時間外勤務手当６３万９,１００円が主な

内容であります。 

 ３目教育振興費１,１７０万８,５７１円は、児童生徒芸術鑑賞、学習支援、英語指導

助手招聘事業など、例年同様の執行であります。 

 １０６ページをお開きください。 
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 不用額でありますが、１８節負担金補助及び交付金、小中一貫教育推進委員会の交付

金で３６万９６３円が主な内容となっております。 

 ４目スクールバス運行管理費３,４７０万４,６９０円も例年同様の執行であります。

スクールバスの利用につきましては、主要事業に掲載のとおりでありますが、前年度よ

り延べで７８２人の増で、不用額につきましては、１２節委託料のスクールバスの運行

管理委託料であります。 

 ５目教育研究所費３０万８,９６０円も例年同様の執行であります。 

 ２項小学校費１目学校管理費２,０６８万１,５７０円は、小学校の維持管理や児童、

教員の健康診断など、例年同様の執行の内容のほかに、令和２年度からの繰越明許、小

学校の新型コロナウイルス感染症対策事業で８０万４,８３９円が含まれております。 

 不用額につきましては、１０節需用費で、小学校の燃料費１３１万７,８４４円、電気

料等の光熱水費４９万１,２９２円が主な内容であります。小学校の児童数であります

が、令和３年度の学期末で１年生が１６名、２年生が７名、３年生が１６名、４年生が

２１名、５年生が１５名、６年生が１９名の合計９４名であります。 

 １０７ページをお開きください。 

 ２目教育振興費１,３２６万１,００３円も児童等の就学援助、給食費補助、電算機器

購入に係る償還金など例年同様の執行であります。就学援助の扶助の準要保護につきま

しては、前年度より４名の減、特別支援教育は２名の減となっております。 

○議長（本田 学君） ２時１５分まで休憩します。 

                           休憩 午後 ２時００分 

                           再開 午後 ２時１５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、引き続きまして、説明を続けさせていただきま

す。 

 １０７ページ下段になります。 

 ３項中学校費１目学校管理費２,０７６万６,０８２円は、中学校の維持管理や生徒、

教員の健康診断など例年同様の執行のほか、令和２年度からの繰越明許、中学校の熱交

換換気扇設置などの新型コロナウイルス感染症対策事業２０２万２,６４５円が含まれて

おります。 

 不用額につきましては、１０節需用費で、中学校の燃料費６９万３,７１９円が主な内

容であります。生徒数につきましては、令和３年度の学期末で、１年生が１８名、２年

生１４名、３年生１４名の合計４７名であります。 

 １０９ページに移ります。 

 ２目教育振興費１,２６２万４,１６１円も小学校と同様、生徒等の就学援助、給食費

補助、電算機器購入に係る償還金など、例年同様の執行であります。就学援助の扶助の
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準要保護が前年度より３名の増、特別支援教育は１名の増となっております。 

 ４項社会教育費１目社会教育総務費９０６万３,１７３円は、社会教育関係事業や団体

活動の補助、学童保育所の設置など、例年同様の執行であります。令和２年度に引き続

きまして、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中学生等海外派遣事業を初めと

する各種事業の中止、縮小を行っており、令和３年度は中学生等海外派遣事業、冒険・

体感 in とうきょう事業で代替事業を実施しております。 

 不用額につきましては、１節報酬の臨時学童保育所の指導員の報酬２３万８,０７９円

が主な内容であります。 

 １１１ページに移ります。 

 ２目公民館費１,１８３万６,０１３円は、公民館の管理運営に係る費用であります。

公民館図書室の利用者数は前年度より２３１人の減、視聴覚室の利用者数は前年度より

２,１６２名の増で、不用額につきましては１０節需用費で、公民館の燃料代３５万４３

０円が主な内容であります。 

 ３目文化財保護２９１万４,０８２円は、関寛斎資料館の管理、史跡等の維持管理など

執行のほかに、令和３年度は、関寛斎資料館展示案内書の増刷、史跡ユクエピラチャシ

跡排水整備工事を行っております。関寛斎資料館の入館者数につきましては、前年度よ

り８６名の減となっております。 

 １１３ページに移ります。 

 ５項保健体育費１目保健体育総務費１４９万６,９９４円は、社会体育関係事業や団体

活動の補助など例年同様の執行でありますが、令和２年度に続きまして、令和３年度も

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、町民スポーツレク大会を初め、各種スポーツ

大会等が中止、縮小となっております。 

 不用額につきましては、１８節負担金補助及び交付金で、スポーツ振興基金運用事業

交付金４４万６,３９０円が主な内容であります。 

 ２目体育施設費１,９０８万４,９２０円につきましては、社会体育施設の運営及び維

持管理に係る執行で、例年同様であります。 

 １１５ページに移ります。 

 ３目学校給食費５,２１６万１,９７９円も給食センターの管理運営費、職員の人件費

など例年同様の執行で、不用額は１０節需用費で、賄い材料費６８万１,５１９円が主な

内容であります。令和３年度に提供しました給食の食数につきましては、前年度より１

０６食の増となっております。 

 次に、１１款災害復旧費であります。 

 １項農林水産業施設災害復旧費１目農業施設災害復旧費３,５６４円。 

 １７ページに移りまして、２目林業用施設災害復旧費４,８７０円。 

 ２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費５万２,７７０円は、令和３

年度は災害復旧工事がありませんでしたので、事務経費のみの執行となっております。 



― 48 ― 

 １２款１項公債費１目元金５億６,６６０万７,２１２円及び２目利子２,０２０万６，

０８０円につきましては、議案説明書、資料ナンバー８に、起債残高等推移の資料をつ

けておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 なお、一般会計の残高につきましては５０億８,２１３万２,８１９円で、前年度末よ

り１億１０９万９,７８８円の増となっており、これを今年の３月末の人口２,２６５人

で割り返しますと、町民１人当たり２２４万３,７６７円となりまして、前年度より６万

９,５９３円の増となっております。 

 １３款予備費は５件、１３５万９,４５０円を充当しております。 

 歳出の合計につきましては、当初予算額４９億４,５４２万３,０００円、補正予算額

５億５９０万２,０００円、繰越明許費３億４,４５８万２,３００円で、予算現額は５７

億９,５９０万７,３００円、支出済額は５６億７３９万１,４２８円、翌年度への繰越明

許額のうち繰越明許費は５,７８４万７,０００円、事故繰越しが２,５１４万７,４２１

円、不用額１億５５２万１,４５１円、予算流用につきましては５件、４４万５,２１６

円であります。 

 続きまして、１１９ページをお開きください。 

 １１９ページは、一般会計の実質収支に関する調書で、単位は千円となっておりま

す。歳入総額５７億１,１１５万７,０００円、歳出総額５６億７３９万１,０００円、歳

入歳出差引額１億３７６万６,０００円、翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費繰越

額２４万円と事故繰越繰越額１８５万１,０００円、実質収支額は１億１６７万５,００

０円であります。 

 なお、翌年度へ繰り越すべき財源２０９万１,０００円は、令和４年度への繰越額８,

２９９万４,０００円から未収入特定財源８,０９０万４,０００円を除きました額となっ

ております。実質収支額の２分の１以上となります６,０００万円を財政調整基金に積み

立てることとしまして、残り４,１６７万５,０００円が翌年度への繰越金となります。 

 続きまして、１２０ページを御覧ください。 

 １２０ページにつきましては、財産に関する調書でありまして、まず、１の公有財

産、(１)土地及び建物、ア総括で、行政財産と普通財産に区分されておりますが、合計

の欄を御覧ください。土地・地積の年度中の増減高は９万７,４８３平米の増で、決算年

度末現在高は３,２９１万３,２５５.８６平米であります。建物の木造と非木造延べ面積

の年度中の増減高は８４.４３平米の減で、決算年度末現在高は６万４,１４６.６２平米

であります。この土地・建物の行政財産の内訳としましては、１２１ページと１３０

ページ、普通財産の内訳は、１２２ページと１３０ページにつけてありますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

 １２３ページをお開きください。 

 １２３ページ、(２)山林です。年度中の増減高は９万８,１２２平米の増で、決算年度

末の現在高は２,３６０万３,８９１平米、立木の推定蓄積量につきましては、年度中の
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増減高が３万５,７８１立米の増で、決算年度末現在高は４６万４,６９１立米でありま

す。(３)の有価証券、(４)の無体財産権は変更はありません。 

 １２４ページに移りまして、（５）の出資金、出資による権利につきましては、北海

道市町村備荒資金組合の超過分が８１７万円、足寄町森林組合８万円の増であります。

このほか物品につきましては、１２５ページから１２６ページ、備品は１２７ページか

ら１２８ページ、債権と３月３１日現在の基金につきましては１２９ページに掲載して

おりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で、議案第５６号の説明を終わりまして、次に、議案第５７号の説明に移りま

す。 

 議案第５７号令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算について

の説明であります。 

 初めに、説明資料の説明を行いますので、１６１ページをお開きください。 

 １６１ページ、第１表、国民健康保険事業状況最近年度比較表であります。令和２年

度と３年度の比較表になりますが、左の事務職員から保険税徴収回数までは、前年度と

変わっておりません。年間平均世帯数は１３世帯の減、年間平均被保険者数は２３人の

減、１世帯当たりの税調定額は１万２,２６９円の減、１人当たりの税調定額は７,３５

０円の減、１人当たりの療養諸費費用額は３万９,７００円の減、１人当たりの一月当た

りの受診医療機関数は１.３９か所で変わりはありません。 

 第２表の令和３年度歳入歳出決算の総括は、予算額４億４,４７４万７,０００円、歳

入決算額４億３８３万８,０４０円、歳出の決算額４億２７４万５８８円、差引残額１０

９万７,４５２円は令和４年度への繰越金となります。歳出の執行率は９０.６％であり

ます。 

 １６２ページを御覧ください。 

 第３表と、この次にあります第４表につきましては、科目ごとの令和２年度と３年度

の比較表となっております。 

 第３表、歳入実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳入の合計は、調定額が４億

４４８万５,２８２円で、収入済額は４億３８３万８,０４０円、前年度より５,３５８万

６,５７４円の減となっております。 

 このうち１款国民健康保険税は、収入済額が６,４０６万１,１９９円で、歳入に占め

る割合は１５.９％、不納欠損額２万１,４００円、収入未済額６２万５,８４２円で、収

納率は９９.０％であります。 

 １６３ページを御覧ください。 

 第４表の歳出実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳出の合計では、支出済額が

４億２７４万５８８円で、前年度より５,２８３万６,１８６円の減、不用額は４,２００

万６,４１２円で、前年度より３,１０９万６,１８６円の増であります。 

 １６４ページを御覧ください。 
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 第５表の国民健康保険税収納額最近年度比較表は、左側が現年課税分、右側が滞納繰

越し分でありまして、現年課税分につきましては、調定額６,４３２万３,１００円、収

入済額が６,３８９万９,６００円で、前年度より７２５万８,７００円の減、収入未済額

は４２万３,５００円で、前年度より２１万７,０００円の増、収納率は９９.３％であり

ます。滞納繰越し分につきましては、調定額３８万５,３４１円、収入未済額は１６万

１,５９９円で、前年度より６６万２,０５７円の減、不納欠損額は２万１,４００円、収

入未済額が２０万２,３４２円で、前年度より２万３,５０１円の増、収納率は４１.９％

であります。 

 なお、収入済額の中には、十勝市町村税滞納整理機構からの１万８４１円が含まれて

おります。 

 その次の第６表、最近５か年間の決算額調べは、ここに記載のとおりでありますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で、説明資料の説明を終わりまして、続きまして、事項別明細書により説明をい

たします。１４３ページをお開きください。 

 １４３ページ、歳入からの説明です。 

 １款１項１目国民健康保険税は６,４０６万１,１９９円の収入であります。令和３年

度の年間平均世帯数は３８３世帯、年間平均被保険者数は５９９人で、前年度より１３

世帯、２３人の減となっております。１節現年課税分の収入済額は６,３８９万９,６０

０円、収入未済額は８件で４２万３,５００円、前年度より２件の増であります。２節滞

納繰越分の収入済額は１６万１,５９９円で、不納欠損額は１件、２万１,４００円、収

入未済額は８件、２０万２,３４２円で、前年度より１件の減であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金につきましては、科目存置。 

 ３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金２億９,２７２万５,２９１円であ

ります。１節保険給付費等交付金、普通交付金２億２,４２６万２９１円は、歳出の２款

保険給付費に対応する金額となっております。差額の５,７１７円は令和４年度に精算交

付されます。２節の特別交付金６,８４６万５,０００円は、保険者努力支援分で６２７

万８,０００円、特別調整交付金が５,０８０万３,０００円、道繰入金１,０４４万２,０

００円、特定健診負担金９４万２,０００円の内訳となっております。 

 ４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金の利息４３６円となって

おります。 

 １４５ページをお開きください。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金３,６９４万３,２７４円は、１節保

険基盤安定繰入金で１,６４６万５,２７４円が低所得者の保険料軽減分と保険者支援分

であります。これにつきましては、一般会計の歳入に国と道から４分の３、１,２３４万

８,９５５円が入ってきております。２節事務費繰入金は５４８万５,０００円。３節出

産育児一時金等繰入金は、科目存置。４節財政安定化支援事業繰入金は、普通地方交付
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税の算入額３７８万５,０００円。５節その他一般会計繰入金は、平成２９年度国民健康

保険療養給付費等負担金等交付金の返還金１,１２０万８,０００円であります。 

 ２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は８１３万４,０００円。 

 ６款１項１目繰越金は、前年度繰越金で１８４万７,８４０円。 

 ７款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金９万８,０００円は７件分でありま

す。 

 １４７ページに移ります。 

 ２項１目雑入２万８,０００円は、健康診断の個人負担金１４名分であります。 

 歳入の合計につきましては、当初予算額４億３,７０３万８,０００円、補正予算額７

７０万９,０００円で、予算現額は４億４,４７４万７,０００円、調定額４億４４８万

５,２８２円に対し、収入済額は４億３８３万８,０４０円、不納欠損額２万１,４００円

で、収入未済額は６２万５,８４２円であります。 

 以上で歳入を終わりまして、歳出の説明に移ります。１４９ページを御覧ください。 

 歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費４７６万１４８円は、国保会計の事務経費

や国保連合会への負担金などで、前年同様の執行となっております。 

 ２目連合会負担金は４５万６,３５７円、国保連合会の負担金で、例年同様の執行。 

 ２項徴税費１目賦課徴収費２１万８,７４８円は、国保の納税に係る事務経費及び十勝

市町村税滞納整理機構への負担金で、例年同様の執行であります。 

 ３項１目運営協議会費２万５,７９０円は、委員報酬と非常勤職員公務災害補償基金。 

 続きまして、１５１ページをお開きください。 

 ２款保険給付費でありますが、項目ごとに前年度と比較いたしますと、１項療養諸費

１目療養給付費１億９,４１７万３,３２２円は、２,５６２万７６７円の減。２目療養費

１４０万６,６６８円は、１０７万３,６２８円の減。審査支払手数料は５１万７,８３８

円で、２,６１１円の減。 

 ２項１目高額療養費２,８０７万８,１８０円は、４６５万７,５６６円の減。 

 ２目高額介護合算療養費は執行なく、８,２８７円の皆減。 

 ３項出産育児諸費１目出産育児一時金も執行なく、８４万円の皆減であります。 

 １５３ページをお開きください。 

 ４項葬祭諸費１目葬祭費は３件分で９万円で、３万円の増。 

 なお、２款保険給付費の総額２億２,４２６万６,００８円に対しまして、歳入の道支

出金、保険給付費等交付金が交付されております。 

 ３款国民健康保険事業費納付金は、平成３０年度から北海道が財政運営の責任主体と

なりまして、全道の市町村の標準化に向けて、陸別町の負担分を精算の上求められた納

付額となっております。 

 １項１目医療給付費分が７,２１７万２,０００円。 



― 52 ― 

 ２項１目後期高齢者支援金等分が２,１５７万６,０００円。 

 ３項１目介護納付金分が７９０万１,０００円。 

 ４款１項１目共同事業拠出金は、退職者医療事業分担金としての納付額７円でありま

す。 

 次に、５款１項１目財政安定化基金拠出金であります。１５５ページをお開きくださ

い。 

 支出額が１１２円で、災害等に係る拠出金であります。 

 次に、６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費ですが、２７６万４,３６８円は

例年同様の執行で、１２節委託料は、特定健診２３４名、特定健診２次検診２５名分。

不用額につきましては、１２節委託料の健康診査業務１１５万１,２６６円が主な内容で

あります。 

 ２項１目保健事業費６６５万８,２７１円は、健康増進事業、ヘルスアップ事業で、例

年同様の執行。１２節の委託料はインフルエンザの予防接種１１８人、高齢者肺炎球菌

の予防接種４人、４０歳未満の特定健診１４人分であります。不用額は、１２節委託料

の予防接種分で３７万１,０００円が主な内容であります。 

 １５７ページをお開きください。 

 ７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金１,２９０万４,７７９円は、過年

度分の国保税の還付金３２万５,２００円であります。令和２年度保険給付費等交付金、

普通交付金の精算による返還金１３７万１,９８９円。平成２９年度療養給付費等負担金

の確定による返還金１,１２０万７,５９０円であります。 

 ２項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金４,９０３万７,０００円は、特別調整交付金

のへき地直営診療施設運営費分４,７４７万円と医療機器整備分１５６万７,０００円の

直診会計への繰出金であります。 

 ８款１項１目予備費につきましては１件、９万３,５７９円を充当しております。 

 歳出の合計につきましては、当初予算額４億３,７０３万８,０００円、補正予算額７

７０万９,０００円、予算現額は４億４,４７４万７,０００円、支出済額が４億２７４万

５８８円、不用額が４,２００万６,４１２円であります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー３１の１と２に、国民健康保険事業勘定特別会計の

歳入歳出の決算に係ります資料がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思い

ます。 

 続きまして、１５９をお開きください。 

 １５９ページは、令和３年度の国民健康保険事業勘定特別会計の実質収支に関する調

書で、単位は１,０００円であります。歳入総額が４億３８３万８,０００円、歳出総額

は４億２７４万１,０００円、歳入歳出差引額と実質収支額は同額の１０９万７,０００

円で、これが次年度への繰越金になります。 

 以上で、議案第５７号の説明を終わりまして、次に、議案第５８号の説明に移りま
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す。 

 議案第５８号の令和３年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計歳入歳出決

算の説明につきましては、説明資料から説明いたします。１８４ページをお開きくださ

い。 

 １８４ページは、第１表、令和３年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額３億３,４８６万４,０００円、歳入の決算額３億３,８５６万８,３６２円、歳

出の決算額３億１,７８５万４,５５６円、差引残額２,０７１万３,８０６円で、これは

令和４年度への繰越金となります。歳出の執行率については９４.９％であります。 

 １８５ページを御覧ください。 

 第２表と第３表は、科目ごとの令和２年度と３年度の比較表であります。 

 第２表が歳入実績最近年度比較表、これのうち令和３年度の歳入合計では、調定額が

３億３,８５８万２,８５２円、収入済額は３億３,８５６万８,３６２円で、前年度より

７９４万７,１７５円の減となっております。このうち診療収入は、収入済額は１億１１

４万４,７４０円で、歳入に占める割合につきましては２９.９％、収入未済額は１万４,

４９０円であります。 

 続きまして、１８６ページをお開きください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳出の合計ですが、支出済額

が３億１,７８５万４,５５６円で、前年度より１,４１０万５,７２７円の減。不用額は

１,７００万９,４４４円で、前年度より５００万１,７２７円の増であります。 

 １８７ページを御覧ください。 

 第４表、令和３年度診療収入収納状況調べは、左側が入院分、右側が外来分でありま

して、入院分は、調定額６９３万９,２９１円に対し、収入済額は６９２万４,８０１円

で、前年度より９１０万６,５００円の減、収入未済額は１万４,４９０円。外来分は、

調定額と収入済額が同額６,２１８万３,９５４円で、前年度より１９６万３,９６０円の

減。収納率は、入院分が９９.８％、外来分は１００％となっております。 

 １８８ページを御覧ください。 

 １８８ページは、第５表、令和３年度経費別支出内訳調べであります。 

 １、総務費は２億８,４２２万４,４９５円で、前年度より３７６万５,６０７円の増、

診療収入に対する割合は２８１％。２の医業費は２,９７８万３,５２２円で、前年度よ

り１,７７１万６,７９５円の減、診療収入に対する割合は２９.５％、公債費は３８４万

６,５３９円で、前年度より１５万４,５３９円の減、診療収入に対する割合は３.８％で

あります。 

 次のページを御覧ください。 

 第６表、令和３年度患者数及び職員数等調べでありますが、年間の入院患者数は３９

３人で、前年度より５０２人の減、外来患者数は１万１９４人で１,４５９人の減となっ

ております。 
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 次に、１９０ページを御覧ください。 

 ２の職員数、３の患者１人１日当たり診療収入調べ、４、患者１人１日当たりの薬品

費調べ、５、診療収入に対する投薬等の収入割合は記載のとおりとなっております。後

ほど御覧をいただきたいと思います。 

 以上で、説明資料の説明を終わりまして、次に、事項別明細書の説明を行います。１

６８ページをお開きください。 

 １６８ページの歳入からの説明であります。 

 １款診療収入の収入済額は１億１１４万４,７４０円で、前年度より５７万４,８０７

円の増、収入未済額は１万４,４９０円で、１項入院収入４目一部負担金収入１件、１万

４,０３０円。５目標準負担額収入１件、４６０円であります。 

 １項入院収入、２項外来収入につきましては、説明資料の第４表、診療収入収納状況

調べのとおりでありますので、説明は省略をさせていただきます。 

 １７０ページをお開きください。 

 １７０ページの中段、３項その他診療収入１目諸検査等収入３,２０３万５,９８５円

は、事業所健康診査等の１,０８６万９,８０４円、血液検査等３万３,４５７円、予防接

種等２,１１３万２,７２４円の内訳であります。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目診療所使用料は収入がございません。 

 １７２ページに移ります。 

 １目文書料は、診断書料や介護意見書などで６４万５００円であります。 

 ３款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入１節土地・建物貸付収入は、職員住

宅３戸分４７万２,８００円。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億５,８２４万円は、起債償還分が

３８４万７,０００円、財政対策分が１億４,０１７万８,０００円、施設等整備分が９６

８万円、医療機器等整備分が４５３万５,０００円の内訳。 

 ２目国保事業勘定特別会計繰入金４,９０３万７,０００円は、へき地診療所の運営分

４,７４７万円、医療機器整備分１５６万７,０００円であります。 

 ５款１項１目繰越金は、前年度繰越金で１,４５５万５,２５４円。 

 ６款諸収入１項１目雑入は、１７４ページをお開きください。１目の雑入４４５万６

８円で、１節私用電話料が６,６８０円。２節雑入が４４４万３,３８８円で、嘱託医報

酬が３６０万円、患者外給食６４万７,９４０円、医療機器使用料等８万３,０２０円が

主な内容であります。 

 ７款国庫支出金１項国庫補助金１目総務費補助金１,００２万８,０００円は、新型コ

ロナワクチンの個別接種促進事業補助金で９９２万８,０００円と新型コロナウイルス感

染症拡大防止事業補助金１０万円であります。 

 歳入の合計につきましては、当初予算額３億４,１４９万円、補正予算額６６２万６,

０００円の減額で、予算現額は３億３,４８６万４,０００円、調定額３億３,８５８万
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２,８５２円に対しまして、収入済額は３億３,８５６万８,３６２円、収入未済額１万

４,４９０円であります。 

 以上で歳入を終わり、次に歳出に移ります。１７６ページをお開きください。 

 歳出。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費２億８,３８８万８,１６５円は、診療施設

の管理運営費、事務費、職員人件費、臨時看護師の雇用経費など、例年同様の執行のほ

か、令和３年度には、昨年に引き続きまして、屋上防水改修工事の実施、看護師派遣業

務に係る執行となっております。 

 不用額につきましては、実績に伴います予算額の執行残となりますが、３節職員手当

等が、特殊勤務手当で４６万５,７７６円。４節共済費が、会計年度任用職員の社会保険

料等で２２万６,１８３円。８節旅費は、普通旅費で３２万２,８９０円。１０節需用費

が、施設管理用の燃料費６０万４,９０４円。１１節役務費が、派遣看護師の紹介手数料

４２万１０８円。１２節委託料は、看護業務１４９万３,４４６円が主な内容でありま

す。 

 １７８ページを御覧ください。 

 ２項１目研究研修費３３万６,３３０円は、例年同様の執行の内容で、不用額につきま

しては、８節旅費で、各種学会、研修会等参加のための普通旅費１０５万７,０００円が

主な内容であります。 

 次に、２款１項医業費でありますが、１目医療用機械器具費から次のページの５目寝

具費まで、例年同様の執行であります。 

 まず、１目医療用機械器具費６８４万９,８５０円は、前年度より１,４３１万６,３５

０円の減。 

 ２目医療用消耗機材費８３８万７,３２３円は、前年より２７２万１,４９１円の減

で、不用額は、１０節需用費の医療費消耗機材費１４７万４,１６２円。１２節委託料の

在宅酸素管理委託料１１９万７,２２０円が主な内容であります。 

 ３目医薬品費７０９万２,２１４円は、前年度より３０７万７,４３２円の減。不用額

は、１０節需用費の医薬品、予防接種ワクチン、血液製剤等で６８９万３,４１３円。４

目検査費４１４万６,３７３円は、前年度より１５４万１,６２４円の増。 

 １８０ページに移りまして、５目寝具費１６万９,３１３円は、前年度より８万７,７

４４円の減であります。 

 ２項１目給食費３１３万８,４４９円は、前年度より９４万５,５９８円の増で、不用

額は１０節需用費の給食費の賄い材料費７９万２,５２６円が主な内容であります。 

 ３款１項公債費は、１目元金３８２万６,９３５円と２目利子１万９,６０４円を合わ

せた支出額３８４万６,５３９円は、前年度より１５万４,５３９円の減であります。 

 ４款１項１目予備費の充当はございません。 

 歳出の合計につきましては、当初予算額３億４,１４９万円、補正予算額６６２万６,
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０００円の減額で、予算現額は３億３,４８６万４,０００円、支出済額が３億１,７８５

万４,５５６円、不用額１,７００万９,４４４円、予算流用は４件で９６万３,７２９円

であります。 

 議案説明書、資料ナンバー３２の１と２に、陸別町国民健康保険関寛斎診療所運営状

況がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、１８２ページに移ります。 

 国民健康保険直営診療施設勘定特別会計の実質収支に関する調書。単位は１,０００円

であります。歳入総額が３億３,８５６万８,０００円、歳出総額が３億１,７８５万５,

０００円、歳入歳出差引額と実質収支額は同額の２,０７１万３,０００円で、これは次

年度への繰越金であります。 

 以上で、議案第５８号の説明を終わりまして、次に、議案第５９号の説明に移りま

す。 

 議案第５９号につきましては、令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算

についてであります。 

 初めに、説明資料の説明を行いますので、２０４ページをお開きください。 

 ２０４ページの第１表、令和３年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額１億９,６３３万５,０００円、歳入の決算額１億９,６２１万９,３０５円、歳

出の決算額１億９,１７５万６,０９４円、差引残額４４６万３,２１１円で、これは令和

４年度への繰越金となります。歳出の執行率は９７.７％であります。 

 ２０５ページを御覧ください。 

 第２表と第３表は、科目ごとの令和２年度と３年度の比較表であります。 

 第２表、歳入実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳入の合計では、調定額と収

入済額は同額の１億９,６２１万９,３０５円で、前年度より１,７１０万７,９０２円の

増となっております。このうち１款使用料及び手数料は、収入済額が５,２８２万８,６

１２円で、歳入に占める割合は２６.９％であります。 

 続いて、２０６ページを御覧ください。 

 第３表、歳出実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳出の合計では、支出済額が

１億９,１７５万６,０９４円で、前年度より１,７５４万９,１４１円の増。不用額は４

５７万８,９０６円で、前年度より３８万１,１４１円の減であります。 

 ２０７ページを御覧ください。 

 第４表の水道使用料徴収実績調べにつきましては、陸別地区の調定額と収入済額は同

額の５,２６５万２,６１２円で、前年度より３３万４,９８８円の減、このうち一般用の

調定額と収入済額も同額の３,７９９万９,２５９円で、前年度より３５万３,４６５円の

減となっております。 

 以下、営業用から臨時用まで記載のとおりでありますので、後ほど御覧いただきたい

と思います。 
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 次に、下の表になりますが、令和４年３月末現在の用途別給水戸数であります。前年

度と比較しますと、一般用が９８８戸で１１戸の減、営業用が２６戸と事業用３９戸は

変わりません。団体用が１戸増の７戸。浴場営業用は変わらず１戸、臨時用が新たに１

戸となっております。合計で１,０６２戸で１３戸の増であります。 

 続きまして、２０８ページを御覧ください。。 

 第５表の給水状況調べも、前年度と比較しますと、年間の給水量の合計は２９万８,６

１５立方メートルで、４３８立方メートルの増。１日平均の給水量は８１８立方メート

ルで１立方メートルの増。給水人口は２,０２４人で２４人の減。１人１日の平均給水量

は４０４リットルで５リットルの増となっております。 

 以上で、説明資料の説明を終わりまして、次に、事項別明細書の説明を行います。１

９４ページをお開きください。 

 １９４ページの歳入であります。 

 １款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料５,２６５万２,６１２円は、前年度

より３３万４,９８８円の減であります。 

 ２項手数料１目水道手数料１７万６,０００円につきましては、１節設計手数料が給水

装置の工事審査手数料で、新設が１１件、改造が３件、撤去が１４件、合計２８件の１

５万６,０００円であります。２節の指定手数料は、給水装置の工事業者の指定申請に係

る審査手数料で２件、２万円であります。 

 ２款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入の収入はございません。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億２,３２５万１,０００円は、建

設改良費分が６,４８６万６,０００円、財政対策分が５,８３３万円、地方公営企業法の

適用に要する経費が５万５,０００円の内訳であります。 

 ４款１項１目繰越金は、前年度繰越金で４９０万４,４５０円。 

 １９６ページに移りまして、５款諸収入１項１目雑入６３万５,２４３円は、下水道会

計からの下水道料金の事務負担金であります。 

 ６款１項町債１目簡易水道事業債は、配水管整備事業１,４６０万円であります。 

 歳入の合計につきましては、当初予算額２億８３７万４,０００円、補正予算額１,２

０３万９,０００円の減額で、予算現額は１億９,６３３万５,０００円、調定額と収入済

額が同額の１億９,６２１万９,３０５円であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に、歳出に移ります。１９８ページをお開きくださ

い。 

 歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,１６８万４２７円は、水道台帳の修正、

水道料金収納業務、職員人件費、消費税納付などで例年同様の執行であります。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費４,１９９万６,５５５円は、水道施設の維

持に係る経費が主な内容で、令和３年度は、浄水場のろ過池整備、フロキュレーター軸
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受部修繕、トマム地区の減圧弁室への水道メーター設置業務などが執行されておりま

す。 

 不用額につきましては、１０節需用費で、施設維持に係る消耗品費６０万７,４８３

円、燃料費１８万１,５１７円、修繕料２０万２,０００円。１２節委託料は、管路等修

繕で１０８万５,１００円が主な内容であります。 

 続きまして、２００ページに移ります。 

 ２目施設新設改良費１,４９２万７,０００円は、配水管整備に係る執行であります。 

 ３款１項公債費は、１目元金１億１,０２６万９,０４６円と２目利子１,２８８万３,

０６６円を合わせました支出済額が１億２,３１５万２,１１２円で、前年度より６９０

万８,３０９円の増となっております。 

 ４款１項１目予備費の充当はございません。 

 歳出の合計につきましては、当初予算額２億８３７万４,０００円、補正予算額１,２

０３万９,０００円の減額で、予算現額は１億９,６３３万５,０００円、支出済額は１億

９,１７５万６,０９４円、不用額が４５７万８,９０６円であります。 

 続きまして、２０２ページをお開きください。 

 ２０２ページは、簡易水道事業特別会計の実質収支に関する調書。単位は１,０００円

であります。歳入総額が１億９,６２１万９,０００円、歳出総額は１億９,１７５万６,

０００円、歳入歳出差引額と実質収支額は同額の４４６万３,０００円で、これは次年度

への繰越金であります。 

 以上で、議案第５９号の説明を終わりまして、次に、議案第６０号の説明に移りま

す。 

 議案第６０号は、令和３年度陸別町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算についてで

あります。 

 説明資料より説明いたします。２２２ページをお開きください。 

 ２２２ページ、第１表、令和３年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額１億３,０９６万１,０００円、歳入の決算額１億３,１０７万９,００４円、歳

出の決算額１億２,９２０万４,３９２円、差引残額１８７万４,６１２円で、これは令和

４年度への繰越金となります。歳出の執行率には９８.７％であります。 

 次のページ、２２３ページ、第２表と次の第３表は、科目ごとの令和２年度と３年度

の比較表であります。 

 第２表の歳入実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳入の合計は、調定額と収入

済額が同額の１億３,１０７万９,００４円で、前年度より１６５万５,８０６円の減と

なっております。 

 このうち、２款使用料及び手数料は、収入済額が２,５３７万９,６８９円で、歳入に

占める割合は１９.４％であります。 

 次に、２２４ページをお開きください。 
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 第３表の歳出実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳出の合計では、支出済額が

１億２,９２０万４,３９２円、前年度より１０８万７,６５３円の減。不用額につきまし

ては１７５万６,６０８円で、前年度より５３万４,３４７円の減であります。 

 ２２５ページを御覧ください。 

 第４表の下水道使用料徴収実績調べでありますが、陸別処理区の調定額と収入済額は

同額の２,５３０万７,６８９円で、前年度より５万８,１１４円の増、このうち一般用の

調定額と収入済額は２,４９７万９,９７７円で、前年度より８万３９４円の増、公衆浴

場の調定額と収入済額は３２万７,７１２円で、前年度より２万２,２８０円の減となっ

ております。 

 次、下の表の令和４年３月末現在の処理状況でありますが、前年度と比較しますと、

処理人口は１,７２９人で１４人の減。水洗化人口は１,５９６人で１１人の減、水洗化

率は９２.３％で、０.１ポイントの増となっております。 

 以上で、説明資料の説明を終わり、事項別明細書の説明に移ります。２１２ページを

お開きください。 

 ２１２ページ、歳入であります。 

 １款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金５５万円は、前年度より３戸

増の２２戸分であります。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料は２,５３０万７,６８９円。 

 ２項手数料１目下水道手数料７万２,０００円は、排水設備工事の審査手数料で、新設

が７件分５万６,０００円、撤去が４件分１万６,０００円であります。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金７９万２,５５０円は、陸別浄化

センター機器更新工事に係る補助金であります。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金９,２６１万４,０００円は、建設改

良費分が３７８万円、高資本費対策分６８０万６,０００円、分流式下水道分が４,５０

４万４,０００円、財政対策分が３,６９１万３,０００円、地方公営企業法の適用に要す

る経費７万１,０００円が内訳であります。 

 続きまして、２１４ページをお開きください。 

 ５款１項１目繰越金は、前年度繰越金で２４４万２,７６５円。 

 ６款１項町債１目下水道事業債は９３０万円。 

 ７款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は収入がございません。 

 歳入の合計につきましては、当初予算額１億３,８４８万５,０００円、補正予算額が

７５２万４,０００円の減額で、予算現額は１億３,０９６万１,０００円、調定額と収入

済額は同額の１億３,１０７万９,００４円であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に、歳出に移ります。２１６ページをお開きくださ

い。 

 ２１６ページ、歳出。 
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 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費２,２０８万１,２３５円は、下水道台帳修

正や職員人件費、消費税の納付など例年同様の執行のほか、令和３年度には、公共下水

道台帳データ構築業務、地方公営企業法適用化事業を執行しております。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費４,９１３万９,９７０円は、下水道施設の

維持に係る経費でありますが、令和３年度は、公共汚水ます調査及びマンホール防水処

理業務なども執行しております。 

 ２１８ページをお開きください。 

 ３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費１９２万１,１７６円は、下水道及び浄

化センター機器等の整備に係る執行であります。 

 ４款１項公債費は、１目元金４,９９８万９,３３７円と２目利子６０７万２,６７４円

を合わせました５,６０６万２,０１１円で、前年度と比べますと２８６万２,１４４円の

増となっております。 

 ５款１項１目予備費の充当はございません。 

 歳出の合計につきましては、当初予算額１億３,８４８万５,０００円、補正予算額が

７５２万４,０００円の減額で、予算現額は１億３,０９６万１,０００円、支出済額は１

億２,９２０万４,３９２円、不用額が１７５万６,６０８円であります。 

 続きまして、２２０ページをお開きください。 

 公共下水道事業特別会計の実質収支に関する調書。単位が１,０００円であります。歳

入総額が１億３,１０７万９,０００円、歳出総額は１億２,９２０万４,０００円、歳入

歳出差引額と実質収支額は同額の１８７万５,０００円で、これは次年度への繰越金であ

ります。 

 以上で、議案第６０号の説明を終わりまして、次に、議案第６１号の説明に移りま

す。 

 議案第６１号は、令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算について

であります。 

 説明資料から説明いたします。２５５ページをお開きください。 

 ２５５ページ、第１表、令和３年度歳入歳出決算の総括であります。予算額３億２,５

０６万２,０００円、歳入の決算額３億２,０４０万８,４５６円、歳出の決算額３億８８

３万４,３１９円、差引残額１,１５７万４,１３７円で、これは令和４年度への繰越金と

なります。歳出の執行率は９５.０％であります。 

 次の第２表と第３表につきましては、令和２年度と３年度の比較表であります。 

 第２表の歳入実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳入の合計では、調定額が３

億２,１１１万１,８８６円、収入済額が３億２,０４０万８,４５６円で、前年度より２,

３９９万４,２５９円の減となっております。 

 このうち１款介護保険料は、収入済額が５,０６８万１,０２０円で、歳入に占める割

合は１５.８％。不納欠損額１５万４８０円、収入未済額５５万２,９５０円、収納率が



― 61 ― 

９８.６％であります。 

 ２５６ページを御覧ください。 

 第３表の歳出実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳出の合計では、支出済額が

３億８８３万４,３１９円で、前年度より２,４６４万５２０円の減。不用額は１,６２２

万７,６８１円で、前年度より５０４万９,５２０円の増であります。 

 第４表の介護保険料収納額調べは、左側が現年度賦課額、右側が滞納繰越分で、現年

度賦課額は、調定額５,０９２万７,３１０円、収入済額が５,０６２万６,３５０円で、

前年度より１１６万１,９６７円の減。収入未済額は３０万９６０円で、前年度より１万

９,９５０円の増。収納率は９９.４％であります。滞納繰越分は、調定額４５万７,１４

０円、収入未済額は５万４,６７０円で、前年度より２万３,８９０円の増。不納欠損額

１５万４８０円、収入未済額が２５万１,９９０円で、収納率は１２％。現年度分と滞納

繰越分の収入未済額の合計は５５万２,９５０円となっております。 

 以上で、説明資料の説明を終わりまして、次に、事項別明細書の説明を行います。２

３１ページをお開きください。 

 ２３１ページの歳入からです。 

 １款１項介護保険料１目第１号被保険者保険料は５,０６８万１,０２０円でありま

す。令和３年度末現在の被保険者数は８４４人で、前年度より１２人の減となっており

ます。１節現年度分の収入済額は５,０６２万６,３５０円、収入未済額は４件で３０万

９６０円。２節滞納繰越分の収入済額は５万４,６７０円、不納欠損額は２件、１５万４

８０円。収入未済額が４件で２５万１,９９０円であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金５,０５９万１,７８１円は、歳

出の介護給付費に係る施設分１５％、その他２０％分であります。 

 ２項国庫補助金１目調整交付金２,４６４万２,０００円は、歳出の介護給付費に係る

９.０１％分。 

 ２目地域支援事業交付金５０５万１３５円は、介護予防日常生活支援総合事業分が１

９７万３,６００円で、それ以外の事業分が３０７万６,５３５円であります。 

 ３目保険者機能強化推進交付金は、地域包括支援センターが行う高齢者自立支援への

取組に対する補助金３５万３,０００円。 

 ４目保険者努力支援交付金は、予防健康づくりの取組を増加させる保険者に対する補

助金３４万円。 

 ２３３ページに移ります。 

 ５目の事業費補助金は、介護報酬改定等に伴うシステム改修に対する補助金３３万３,

０００円であります。 

 ３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金４,４７６万３,０００円は、歳出の

介護給付費に係る施設分１７.５％とその他分１２.５％分。 

 ２項道補助金１目地域支援事業交付金２４２万４,８９２円は、介護予防日常生活支援
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総合事業分が８８万６,６２５円で、それ以外の事業分が１５３万８,２６７円でありま

す。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金７,４３５万６,０００円は、歳出の介

護給付費に係る２７％分。 

 ２目地域支援事業支援交付金は、介護予防事業分で１９１万５,０００円であります。 

 ５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、基金利子２６３円。 

 続きまして、２３５ページに移りまして、６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計

繰入金４,８７１万７,６５５円であります。１節介護給付費繰入金は３,６８６万８,０

００円で、前年度より８０万８,０００円の減。２節事務費繰入金は４６０万７,０００

円で、前年度より４１８万６,０００円の減。３節地域支援事業繰入金は２１４万６,０

００円で、前年度より８１万７,０００円の増。４節低所得者保険料軽減繰入金は５０９

万６,６５５円で、前年度より３４万９,６３５円の増でありますが、これには一般会計

に国から２分の１、道から４分の１が入ってきております。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は４９７万円。 

 ７款１項１目繰越金は、前年度繰越金で１,０９２万７,８７６円であります。 

 ８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金、２３７ページに移りまし

て、２目第１号被保険者過料。２項雑入の１目滞納処分費、２目第三者納付金、３目返

納金までは収入はございませんでした。 

 ４目雑入３４万２,８３４円は、介護扶助審査判定業務費２９万２,２４０円と総合事

業訪問Ａ事業に係ります利用者負担金５万５９４円であります。 

 歳入の合計につきましては、当初予算額３億１,７０８万２,０００円、補正予算額７

９８万円で、予算現額は３億２,５０６万２,０００円、調定額３億２,１１１万１,８８

６円に対しまして、収入済額は３億２,０４０万８,４５６円、不納欠損額は１５万４８

０円、収入未済額５５万２,９５０円であります。 

 以上で歳入を終わりまして、歳出に移ります。２３９ページをお開きください。 

 歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費６８万１１９円は、職員の旅費、介護保険

システム改修に係ります負担金など、例年同様の執行内容であります。 

 ２項１目賦課徴収費２４万８９９円。 

 ３項１目介護認定審査会費２１８万４,５００円。 

 ２目認定調査費５７万５,３００円は、いずれも例年同様の執行となっております。 

 なお、１目の介護認定審査会費の１１節役務費は、主治医意見書で１４３件分。１８

節負担金補助及び交付金は、十勝東北部介護認定審査会への負担金であります。 

 ２目認定調査費１２節委託料は、介護認定調査業務で１３０人分であります。 

 次に、２款保険給付費に移ります。２４１ページをお開きください。 

 １項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１億１,８６７万９,４０７円
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は、前年より８７７万４,１４３円の減で、延べ利用者は１,４９９人、前年度より１６

人の減であります。 

 ２目居宅介護サービス計画給付費は７６８万６,７８０円、前年度より１２万５,９６

０円の減、延べ利用者は５４６人で、前年度より１９人の減。 

 ３目施設介護サービス給付費１億２,５１１万６,３４４円は、前年度より２６９万２,

１９４円の減で、延べ利用者は４９２人、前年度より２６人の減。 

 ４目居宅介護福祉用具購入費１２万６４円は、前年度より１２万９,４４３円の減、利

用件数は５件、前年度より４件の減。 

 ５目居宅介護住宅改修費１８万８,１００円、前年度より９万９,０００円の増で、利

用件数は３件、前年度より２件の増であります。 

 ２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費２５１万７,００６円は、前

年度より６６万８,３７６円の増、延べ利用者数は２２０人で、前年度より４９人の増。 

 ２目介護予防サービス計画給付費は７３万９,７１０円、前年度より２１万６,５１０

円の増、延べ利用者は１６０人で、前年度より４０人の増。 

 ３目介護予防福祉用具購入費１３万４,１００円は、前年度より４万１,３８２円の

減、利用件数は１４件で、前年度より１件の減であります。 

 続きまして、２４３ページを御覧ください。 

 ４目の介護予防住宅改修費は８万５,５００円、皆増で、利用件数は１件であります。 

 ３項その他諸費１目審査支払手数料は１７万３,１６５円で、前年度より２,４７８円

の増。 

 ４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費５６８万２,００７円は、前年度よ

り３６万１７９円の増で、利用者は延べ５６５人、前年度より２人の減。 

 ２目高額介護予防サービス費は、利用がございません。 

 ５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費２８１万２,６７

７円は、前年度より３５万３,７２２円の増、利用者は５４人で、前年度より２人の減。 

 ２目高額医療合算介護予防サービス費は、利用がございません。 

 ６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費１,７０３万２,１６

７円は、前年度より１９８万７,０２１円の減、延べ利用者は４９９人で、前年度より４

人の減。 

 ２４５ページに移ります。 

 ２目特例特定入所者介護サービス費、３目特定入所者介護予防サービス費、４目特例

特定入所者介護予防サービス費は、いずれも利用がございません。 

 続きまして、３款地域支援事業費１項１目介護予防生活支援サービス事業費５０４万

１,５７１円で、１２節委託料が、訪問型サービスＡの委託料で、延べ利用者数は１９３

人、前年度より２６人の増。１８節負担金補助及び交付金は、第１号事業給付費の国保

連への負担金。 
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 ２目介護予防ケアマネジメント事業費１８万７,５９０円は、１２節委託料、総合事業

の介護予防ケアマネジメント委託料で、町居宅介護事業所に２６件分。１８節負担金補

助及び交付金は、第１号介護予防支援事業給付費の国保連への負担金であります。 

 ２項１目一般介護予防事業費は６５万９,７０４円、ふまねっと運動、リハビリテー

ション活動支援事業の委託など、介護予防に係る経費が主な内容であります。 

 ２４７ページをお開きください。 

 ３項包括的支援事業任意事業費１目包括的継続的ケアマネジメント支援事業３４万３,

５５０円は、１２節委託料、介護予防サービス計画作成業務で、町居宅介護支援事業所

５６件、町外の居宅介護支援事業所１２件、合わせて６８件の委託であります。 

 ２目任意事業費８２万８２４円は、１２節委託料のケアプラン点検教務、食の自立支

援事業の執行であります。 

 ３目認知症総合支援事業費８６万３,０００円は、認知症カフェ事業が主な執行内容。 

 ４目生活支援体制整備事業費４７８万５,０００円は、生活支援コーディネーター事業

の執行であります。 

 ４項その他の諸費は、２４９ページを御覧ください。 

 １目審査支払手数料１万２,０３６円は、例年同様の執行であります。 

 ４款１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金は１６７万６,８１０円でありま

す。 

 次に、５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金であ

りますが、８万６,０４０円は、過年度の還付金１２件分であります。 

 ２目介護給付費負担金等返還金９３１万６,３０９円は、令和２年度分の精算に伴う返

還金でありまして、介護給付費分では国分が１５２万９,０６６円、道分が１４０万５５

８円、支払基金分が１９０万１,２２１円、町分が１０４万８,３２５円。地域支援事業

分では、国分が９６万８,０２８円、道分が５１万７,７８５円、支払基金分が３０万３,

７８４円、町分が２４万４,７７９円。事務費分につきましては、町分が１４０万２,７

６３円となっております。 

 ２項繰出金１目他会計繰出金３９万４,０４０円は、令和２年度分の保険者機能強化推

進交付金３５万３,０００円及び低所得者保険料軽減負担金４万１,０４０円の確定分に

よります国庫返還金であります。 

 ６款１項１目予備費の充当はございません。 

 ２５１ページをお開きください。 

 歳出の合計であります。当初予算額３億１,７０８万２,０００円、補正予算額７９８

万円で、予算現額は３億２,５０６万２,０００円、支出済額は３億８８３万４,３１９

円、不用額が１,６２２万７,６８１円であります。 

 議案説明書、資料ナンバー３３の１と２に、介護保険事業勘定特別会計の歳入歳出に

係る実施事業の資料がございますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 
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 次に、２５３ページを御覧ください。 

 介護保険事業勘定特別会計の実質収支に関する調書。単位が１,０００円であります。

歳入総額が３億２,０４０万８,０００円、歳出総額は３億８８３万４,０００円、歳入歳

出差引額と実質収支額は同額の１,１５７万４,０００円で、これは次年度への繰越金で

あります。 

 以上で、議案第６１号の説明を終わりまして、次に、議案第６２号の説明に移りま

す。 

 議案第６２号は、令和３年度陸別町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についてで

あります。 

 説明資料によ説明を行います。２７０ページをお開きください。 

 ２７０ページ、第１表、令和３年度歳入歳出決算の総括であります。 

 予算額４,９６３万４,０００円、歳入の決算額４,７６４万４,６１１円、歳出の決算

額４,６４８万７,６１１円、差引残額１１５万７,０００円で、これは令和４年度への繰

越金であります。歳出の執行率は９３.７％であります。 

 第２表の保険料収納額調べは、左側が現年度賦課額、右側が滞納分賦課額でありまし

て、現年度賦課額は、調定額３,０１１万４００円、収入済額２,９９２万４,７００円

で、前年度より８１万５,１２７円の増。収入未済額は１８万５,７００円で、前年度よ

り１万１,６７３円の増。収納率は９９.４％であります。滞納賦課分は、調定額１７万

４,０２７円、収入済額が１２万７,５００円で、前年度より８,９００円の減。収入未済

額は４万６,５２７円で、皆増。収納率は７３.３％。現年度分と滞納分の収入未済額の

合計は２３万２,２２７円となっております。 

 ２７１ページを御覧ください。 

 第３表と第４表は、令和２年度と３年度の比較表であります。 

 第３表の歳入実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳入の合計は、調定額が４,７

８７万６,８３８円、収入済額が４,７６４万４,６１１円で、前年度より３６万８,２９

８円の増となっております。 

 このうち１款後期高齢者医療保険料は、収入済額が３,００５万２,２００円で、歳入

に占める割合は６３.１％。収入未済額は２３万２,２２７円で、収納率は９９.２％であ

ります。 

 第４表、歳出実績最近年度比較表のうち、令和３年度の歳出の合計は、支出済額が４,

６４８万７,６１１円で、前年度より７８万８,７０２円の減。不用額が３１４万６,３８

９円で、前年度より１００万６,７０２円の増であります。 

 以上で、説明資料を終わりまして、事項別明細書の説明を行います。２６０ページを

お開きください。 

 ２６０ページの歳入であります。 

 １款後期高齢者医療保険料でありますが、令和４年３月３１日現在の被保険者数は５
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３３人で、前年度と同数であります。 

 １項後期高齢者医療保険料１目特別徴収保険料は、１節現年度分の収入済額が１,７９

２万４,０５０円で、前年度より１７万４,９５０円の増。 

 ２目普通徴収保険料は１,２１２万８,１５０円、１節現年度分の収入済額が１,２００

万６５０円で、前年度より６４万１７７円の増。収入未済額は１件、１８万５,７００

円。２節の滞納繰越分の収入済額は１２万７,５００円で、前年度より８,９００円の

減。収入未済額は１件で４万６,５２７円であります。 

 ２款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金２７５万６,０１０円は、広域連合の事

務費分が１８３万３,０００円、町単独分が、インフルエンザの予防接種の分で３９万

６,０７５円、一般管理費分が５２万６,９３５円であります。 

 ２目の保険基盤安定繰入金１,３４１万２,４５６円は、北海道が４分の３分、町が残

りの４分の１の負担となっております。 

 ３款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金は科目存置。 

 ２項の償還金及び還付加算金は、２６２ページを御覧ください。 

 １目保険料還付金、２目還付加算金共に科目存置であります。 

 ３項１目雑入４９万４,９５０円は、広域連合からの健康診査委託料４７万３,５００

円、特別調整交付金２万１,４５０円。 

 ４款広域連合支出金１項１目広域連合交付金９２万８,９９５円は、令和３年度長寿健

康増進事業特別対策補助金であります。 

 歳入の合計につきましては、当初予算額５,０８１万円、補正予算額１１７万６,００

０円の減額で、予算現額が４,９６３万４,０００円。調定額４,７８７万６,８３８円に

対しまして、収入済額は４,７６４万４,６１１円、収入未済額２３万２,２２７円であり

ます。 

 以上で歳入を終わりまして、歳出に移ります。２６４ページをお開きください。 

 歳出。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費２３４万６,９５５円は、一般事務費のほか

健康診査、インフルエンザ予防接種など例年同様の執行であります。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金４,４１４万６５６円は、前年度より７３

万３,７９９円の減となっております。 

 ３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金、２目還付加算金は、科目

存置。 

 ２６６ページに移りまして、４款１項１目予備費の充当はございません。 

 歳出の合計でありますが、当初予算額５,０８１万円、補正予算額１１７万６,０００

円の減額で、予算現額が４,９６３万４,０００円。支出済額は４,６４８万７,６１１

円。不用額が３１４万６,３８９円であります。 

 議案説明書、資料ナンバー３４に、後期高齢者医療特別会計のフロー図がつけてあり
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ますので、後ほど御覧いただきたいと思います。。 

 続きまして、次のページ、２６８ページを御覧ください。 

 後期高齢者医療特別会計の実質収支に関する調書。単位は１,０００円であります。 

 歳入総額が４,７６４万５,０００円、歳出総額が４,６４８万８,０００円、歳入歳出

差引額と実質収支額は同額の１１５万７,０００円で、これが次年度への繰越金でありま

す。 

 以上で、議案第５６号から議案第６２号までの説明を終わります。 

 以後、御質問によってお答えしたいと思いますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。 

 令和３年度各会計の決算について、監査委員の意見書が配付されておりますが、代表

監査委員が出席されておりますので、意見書の内容に不明な点があれば、この際、質疑

を許します。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、監査委員に対する質疑を終わります。 

 令和３年度各会計の決算認定に係る質疑、討論、採決は、本定例会初日の決定のとお

り、９月１３日に行います。 

─────────────────────────────────── 

◎延会の議決 

─────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会し、特別の事情が生じない限り、１２日までは休会としま

す。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

─────────────────────────────────── 

◎延会宣告 

─────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 本日は、これにて延会します。 

延会 午後 ３時３９分    
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 以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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